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認知的視座からの意味論と形而上学㸸指示参照ファイル理論と認知形而上学* 
 

山泉� 実 

 

本稿࡛はࠊ指示参照ファイル理論（௨ୗࠊRFT）の基盤（山泉 本巻）を㋃ࡲえてࡑࠊの哲

学的基♏を論ࡌるࠋ≉にࠊ指示参照ファイル（RF）とࢀࡑにᑐᛂする世界のᑐ象の関ಀࠊཬ

（他❶31ࠊ❶ジャッケンドフ 2012/2019: 29）る認知形而上学࠶た世界の᥈ồ࡛ࢀࡉ概念化ࡧ

を扱ࡑࠋ࠺の世界とはࠊ実在するእ㒊世界࡛はࠊࡃ࡞言語⏝⪅が概念化した世界࡛ࠊࡾ࠶

ジャࠋの⤌⧊・άື⬻࡞いᶵ⬟的࡞ࢀࡉ大㒊ศは意㆑ࠋ心࡞f-心（ᶵ⬟的ࠊら࡞࠺えて言࠶

ッケンドフ 2002/2006: 2.1）に࠾ける✵㛫構造ࡔࢇྵࡶ࡞ᗈ義の概念㒊門に࠶るࡇࠋのࡼ

࡞᥈ồしࡶをしているのかࡾࡃつ࡞࠺ࡼのが概念化した世界がࠎᡃࠊに考える理論は࠺

け࡞ࡤࢀら࡞いࡑࠋのႠみは認知形而上学と言わࢀるࠋ 

 

� 認知的視座からの意味と指示の理論�

��� � 言語の⾲す世界はࡇに࠶るのか㸸概念世界と実在እ㒊世界�

言語行ືの根本に࠶る心的実在を᥈ồする心理主義の❧ሙ（チョムスキー 1965/2017: 37）

の言語研究に࠾いてࠊ言語は言語⏝⪅の f-心に࠶るとࢀࡉるࠋ㡢㡩論・統語論はࠊ研究ᑐ

象が㡢㡩構造・統語構造・ࢀࡑࡧࡼ࠾らの関わるインタフェース（言語ࡑのࡶのࠊCulicover 

and Jackendoff 2005: 20）࡛ࠊࡾ࠶専ら f-心内㒊のヰといࡇ࠺とに࡞るࠋ一᪉ࠊ心理主義の意

味論を᥈ồするに࠶たࡗてはࠊ㡢㡩論・統語論には࡞い概念的ᅔ㞴が࠶るࠋ 

「ると主ᙇするࢀࡉて説᫂ࡗࡼ言葉の意味は人の内的≧ែに」ࠊሙの意味論は❧࡞࠺ࡼのࡑ

（仲宗根 2016: 35）とい࠺Ⅼ࡛ࠊ意味論的内在主義（semantic internalism）に❧つと言えるࠋ

RFT の❧ሙࢀࡑࡶにྵࢀࡲるࡶののࠊᆺ的ࡶ࡞のとは重要࡞Ⅼ࡛␗࡞るࠋ㏻ᖖࠊ内在主義

的意味論はࠊ「言葉̿言葉関ಀ（word-word relation）を扱࠺ศ野」（p. 35）とࢀࡉるࠋල体的

にはࠊ「ྃࡸ文࡞の」ྜ⾲現がの࠺ࡼにྜᡂྜࠊࢀࡉᡂの᪉にᛂࡌての࠺ࡼにྃࡸ

文の意味がኚわるのかࠊࡸᵝ࡞ࠎ語ᙡがの࠺ࡼにᶵ⬟するのか࡞ࠊのゎ᫂」（p. 37）を

し࠺ࡼとするࠋ意味論的内在主義はࠊ言語内㒊にとࠊࡾࡲ「意味論の┠的は語とᑐ象の関

ಀを᫂らかにするࡇと࡛は࡞い」（p. 37）と考えてࠊ「世界がᏑ在するࡇとを意味論内㒊に⤌

み㎸ࡴᚲ要が࡞いと主ᙇする」（p. 35）ࡇࠋのⅬ࡛ࠊ意味論的እ在主義とᑐ❧するとࢀࡉるࠋ 

しかしࠊ言語ࡑのࡶのと意味との関ಀࠊ」ྜ的࡞意味の内㒊構造ࠊ意味ྠኈの関ಀࡔけ࡛

え༑ࡉ言語記ྕのる⯙いࠊࡤࢀけ࡞ၥ㢟にしࡶが⾲すᑐ象の関ಀをࢀࡑ言語⾲現とࠊࡃ࡞

ศに説࡛᫂࡞ࡁいと➹⪅は考えているࠋ言語とᑐ象の関ಀはࠊ意味論のၥ㢟㡿ᇦにྵめずにࠊ

ᚓࡾ࠶ࡶሙ❧࠺とい࠺るいはメタ意味論࡛扱࠶ࠊの一㒊としての指示論ࡑࡸスト意味論࣏

るがࠊいずࢀにࠊࡼࡏ統一的࡞意味の理論のࡇか࡛扱࠺ᚲ要が࠶る（ࢀࡇらのศ野とࡑの

㐪いについては仲宗根 2016 参照）ࠋ 
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࡛はࡑࠊのᑐ象とはのࡶ࡞࠺ࡼのと考えたらࡼいの࠺ࢁࡔかࠋᖖ㆑的にはࠊ実在するእ

㒊世界に࠶るᑐ象といࡇ࠺とに࡞るࠋしかしࠊ言語が⾲す世界はࠊf-心の概念㒊門にࠊࡾ࠶

言語⏝⪅が概念化したࡶのࡔ（ジャッケンドフ 2002/2006: 10.4）と RFT ࡛は考えるࡇࠋ

の࡞࠺ࡼ世界をࠊ実在እ㒊世界とᑐẚして概念世界とぶࡇとにする࠺ࡇࠋ考えるࡇと࡛ࠊ

言語とእ㒊世界の㛫のၥ㢟はࠊ言語ࡑのࡶのと世界の㛫の直᥋の関ಀ࡛はࠊࡃ࡞言語と概念

世界ࠊ概念世界とእ㒊世界とい࠺二ẁ構えのၥ㢟に࡞るࠋᚋ⪅は言語の意味論のၥ㢟࡛は࡞

ࠊ⪅๓ࠊ本稿࡛はࠋる（ジャッケンドフ 2012/2019: 202）࠶認知一般についてのၥ㢟࡛ࠊࡃ

言語と概念世界のၥ㢟ࡔけを扱ࠋ࠺ 

概念世界にはβࠊ ࡼ太陽のሪのࡸ≀ㄞ⪅がぢているࠋてᏑ在するࢀࡉのが概念化ࡶ࡞ࠎ

シャーロッࠊのࡶい࡞実在እ㒊世界࡛はቃ界が᫂確࡛࡞࠺ࡼᐩኈ山のࠊࡃ࡞け࡛ࡔ体≀࡞࠺

ク・ホームズの࡞࠺ࡼᯫ✵のⓏሙ人≀ࠊ⚾が書ࡁ㎸࡛ࢇいる原稿のファイル（≀理的࡞実

体は࠺いࡶ࠺の࡞のかࡃࡼわから࡞い）ࡉࠊらにࠊ「Қ」にぢて取ࢀるṇ三ゅ形のࠊ࡞࠺ࡼ

世界に実在するとは言い㞴い௬想のモノ࠶ࡶるࠋ他にࠊࡶウサイン・࣎ルトがฟした 100m

㉮の世界記㘓ࡇࠊの論文にᑐして⚾がᣢࡗているオーサーシップ࡞の࡞࠺ࡼ≀理的実体

をకわ࡞いᑐ象が࠶るࡉࠋらにࠊ二ḟඖの❧᪉体ࠊ⊛Ⅿに╀る↓Ⰽ࡛⥳のほ念࡞はࡔ࠺

࣏」る（ᑐしてࡁとは࡛ࡇらの⾲現を理ゎするࢀࡇࠊしかしࠋい࡞らは実在しᚓࢀࡇࠋか࠺ࢁ

ࢀࡇ何らかの概念構造をࠊとはࡇ࠺るといࡁ理ゎ࡛ࠋ（い࡞ࡁ࡛ࡶピのバࣘパケ」は理ゎࢾ

らから構⠏࡛ࡁるといࡇ࠺と࡛ࠊࡾ࠶概念化ྍ⬟といࡇ࠺とは概念世界に࠶るといࡇ࠺と

Ꮡ在ࠊ言語は↛⮬ 1ࠋࡔ exist し࡞いࡶのࡶᏑ❧する be とい࠺マイノング的ぢゎをᫎして

いる（Moltmann 2019: 26）ࠋ 

⚾はࢀࡑࠊらのᑐ象をྡモྃとい࠺言語⾲現࡛指示し࠺ࡼとしࡃࡲ࠺ࠊいけࡤㄞ⪅はࡑ

実在のᑐ象を指示したࠊ現࡛⾲࠺とい「太陽のሪ」ࠊ「≀ㄞ⪅がぢている」ࠋを理ゎしたࢀ

と理ゎするࡇとはたࡸすいࠋしかしࡾࡼࢀࡑࠊᚋにฟてࡁたᑐ象についてはࢀࡑࠊらが実在

እ㒊世界に࠶るᑐ象ࡔと考えるとࢀࡑࠊらを指示するとは࠺いࡇ࠺と࡞のかわから࡞いࠋ

ࢀるけ࡞のにࡶ࡞とするとᴟめてགྷ࠺ࡼのとして考えࡶる࠶実在እ㒊世界にࠊらはࢀࡇ

ࠊにྡモྃにᑐᛂしྠ࠺ࡼࡌ言語の上࡛は実在のᑐ象とྠࡶࢀࠊࡶ ていࢀに扱わ࠺ࡼࡌ

るࠋ「言語に関する㝈ࠊࡾ概念化ࢀࡉた≀理的࡞≀がእの世界に࠺ࢁ࠶と࡞か࠺ࢁとࠊ指

示はྠ࠺ࡼࡌに࡞ࡇ࠾わࢀる」（ジャッケンドフ 2002/2006: 381）の࡛࠶るからࠊ言語のാ

ࠋるྡ࠶るᚲ要がࢀ理ゎから㞳࡞行為の日ᖖ的࠺指示といࠊ理ゎするにはࡃࡼࡾࡼをࡁ モྃ

と実在世界のᑐ象の関ಀ࡛はྡࠊࡃ࡞モྃと概念（≉に RF）の関ಀとして指示を理ゎする

ᚲ要が࠶るの࡛࠶るࠋつࠊࡾࡲ「指示」の日ᖖ的࡞概念のศᯒを行ࡗてࠊᡃࠎがࡇの概念を

㏻ᖖ࠺理ゎしているのかをゎ᫂し࠺ࡼとするの࡛はࠊࡃ࡞扱࠺࠾としている現象を日ᖖ

的࡞理ゎࡶࡾࡼ㐺ษにᤊえらࢀる理論にࡉࡩわしい定義をするᚲ要が࠶るといࡇ࠺と࡛࠶

る（概念ศᯒと理論的定義についてはࠊ戸田山 2014: 2 ❶参照）ࠋ 

᪤にジャッケンドフ（2002/2006: 357）はࡃࡼ」ࠊわかࡗてい࡞い「世界の中の≀」࡞
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とい࠺概念をᤞててࠊ指示の理論のためには「世界」を言語⏝⪅の心の中にᢲしࡇみࠊ言

語と୪る」ࡇとを主ᙇしࠊ指示をఏ統的(1)࡞࡛はࠊࡃ࡞ヰしᡭに౫Ꮡした(2)の࠺ࡼにつ

定しているࠋ 

(1) 指示のᖖ㆑的実在主義理論� 文⬦ &࡛Ⓨࡏらࢀたࠊ言語 /のྃ 3は世界（࠶るいはྍ

⬟世界）の中のᏑ在≀ (を指すࠋ�
(2) 指示の概念主義理論� 言語 /のヰしᡭ 6はࠊ文⬦ &࡛Ⓨࡏらࢀたྃ 3を6<ࠊにࡗࡼて

概念化ࢀࡉた世界@の中のᏑ在≀ (を指すとุ᩿するࠋ（SS�����–ࠊ���>�@は原文）�
RFT はࠊ言語は OIC の㐨ල࡛࠶ると考えるためࠊ言語の⏝に࠾いてはヰしᡭが想定する

 ࠋにᨵゞする࠺ࡼてḟのࢀᡭを入ࡁ⪺に(2)ࠊのためࡑ 2ࠋᡭを基本に考えるࡁ⪺

(3) 指示の 2,&的概念主義理論� 言語 /の⪺ࡁᡭ +はࠊ文⬦ &࡛言語 /のヰしᡭ 6から

Ⓨࡏらࢀたྃ 3 を6<ࠊ が想定した + にࡗࡼて概念化ࢀࡉた世界@の中のᏑ在≀ ( を指

すとุ᩿するࡇ）ࠋのとࠊࡁ+は 6が (を指示したとุ᩿するࠋ）�
 

ࠊ⏝࡞㏻ᖖのヰの᮲௳ୗ࡛の㐺ษࠊࡃ࡞け࡛ࡔุ᩿࡞意㆑的ࠊとは「するุ᩿」ࠊ࠾࡞

㏻ᖖのヰの᮲௳ୗ࡛の理ゎのドᣐࠊ心理実㦂࡛のる⯙い➼ࠊࠎ言語⏝に関するᵝ࡞ࠎ

行為の代⏝語࡛ࡾ࠶（p. 358）ࠊ何をするにࡼࡏᏑ在≀ Eࠊす࡞わࡕ E の RF の⏝をకࠋ࠺ 

S が H に E を指示するにはࠊE が H にࡗࡼて RF として概念化ࢀࡉていてࡑࠊのࡇとを S

が想定しているࡇとがᚲ要࡛ࠊE がእ㒊世界に実在するか࠺かは全ࡃ関ಀ࡞いࡇࠋの࠺ࡼ

RFTࠊಟṇをకいつつ࡞ はジャッケンドフのḟのぢゎにྠ意するࠋ 

概念構造が世界の中の何かの記ྕࡔとか⾲示ࡔとかといࡇ࠺とࠊつࠊࡾࡲ何かを意味す

るのࡔといࡇ࠺とを᫂確にྰ定し࡞いといけ࡞いࡴࠋしࠊࢁ概念構造ࡑࡇが意味࡞のࡔ

と言いたいࠋ概念構造はࠊ᥎論ุ᩿ࡸをຓけるࡉࡲࠊ࡞に意味がするはずのࡇとをす

るの࡛࠶るࠋするとࠊ言語が意味をࡶつのはࠊ概念構造と⤖ࡧつࡃからࡔといࡇ࠺とに

 （pp. 360–361）ࠋる࡞

言語の語る世界は概念㒊門にࡑࠊࡾ࠶の世界の中に構ᡂ要⣲としてᑐ象が࠶るࠋRF は概念

構造の構造体ࡔからࡑࠊのᑐ象の記ྕࡸ⾲象ࡔと考えるᚲ要は࡛ࡲࢀࡇࠊࡃ࡞ RF と࡛ࢇ

ࡤࢀのに㝈ࡶるࢀࡉ指ࡶとࡃ࡞ᑡࠋ࠺ࢁࡔいࡼると考えて࠶のは概念世界のᑐ象࡛ࡶたࡁ

RF とྠ一視してࡼい࠺ࡑࠋ࠺ࢁࡔ考え࡞いと概念構造に重」が生ࡌてし3ࠋ࠺ࡲ RF が概念

世界のᑐ象࡛ࢀࡑが༶ྡࡕモྃの意味࡛࠶ると考えるの࡛࠶るࠋ 

௨上の࠺ࡼに考えるࡇと࡛ࠊフレーゲ（ 1892/2013 ）の意義 /sense/Sinn とイミ

/reference/Bedeutung とい࠺ 2 つのレベル࡛ᤊえらࢀてࡁたࡇとをࡇࠊの༊ู࡞しに 1 つのレ

ベル࡛ᤊえらࢀる࠺ࡼに࡞るࠋ認知的 OIC の視座を᥇る RFT はࠊ意味を意義とイミの 2 レ

ベルにศけるࡇとをྰ定する4ࠋ RFT はྡࠊ モྃの意味は記述かᑐ象かとい࠺二ศἲを↓ຠ

化する（田中太一ࠊp.c.）ࠊ࠾࡞ࠋ概念世界のᏑ在≀が全て RF ࠋ࠺ࢁࡔい࡞るわけ࡛は࠶࡛

たとえࠊࡤ「太郎がⰼ子をࡗ࠺かࡾẀࡗた」の「ࡗ࠺かࡾ」は概念世界の何かを⾲している
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࡞࠺ࡼࡌ概念世界の太郎・ⰼ子とྠࠊはࢀࡑࡔたࠋい࡞とは㛫㐪いࡇ RF として概念化ࢀࡉ

る࡞࠺ࡼᆅのᏑ在≀として概念世界にᏑ在するとは考えにࡃいࠋ 

世界が f-心に࠶るとする࡞らࠊジャッケンドフ（2002/2006: 26）が f-心に࠶るとᥐ定ࢀࡉ

るࡶのを「⾲象」の࡞࠺ࡼᚿ向的࡞⏝語࡛ぶ࡛ࡁは࡞いと言ࡗているࡇとが理ゎ࡛ࡼࡁ

示⾲」ࠋ࠺ representation」「記ྕ」「ሗ」の࡞࠺ࡼ「ᚿ向性の⮯いのᙉい⏝語」（p. 23）は㑊

けてࠊ統語⾲示ࠊ意味⾲示࡞は「認知構造 cognitive structure のモデル」ࠊNP のࡑ࡞࠺ࡼの

㒊ศはࠊ「認知実体 cognitive entity」ࡲたはࠊ「構造要⣲ structural element」とࢀࡤているࠋ

⾲示ࢀࡉるとࢀࡉる実在እ㒊世界を中心にᤣえるの࡛はࠊࡃ࡞概念世界・概念㒊門をྵࡴ f-

心を中心にᤣえる࡞ら࠺ࡑࠊするࠋ࠺ࢁࡔࡁRFT はࠊ実在እ㒊世界のᑐ象が࠶るからࢀࡑ

にᑐᛂする RF が࠶るとかࠊᑐ象が概念化にඛ❧ࡗてᡤのࡶのとして⊂❧して࠶るとは考

え࡞いࠋ本書の❧ሙとᩚྜするのはࠊRF はࢀࡑにᑐᛂするᑐ象をᑐ象たらしめるࡶの࡛࠶

るとする㏫᪉向の考え࡛࠶るࠋRF を何にᑐᛂࡏࡉるかはࠊ⤖ᒁはᤊえ᪉ḟ第࡛࠶るࠋたと

えࠊࡤ◁⢏の 1 ⢏ 1 ⢏ࠊキー࣎ードのキー1 つ 1 つにὀ意を向け࡞けࢀࡒࢀࡑࠊࡤࢀの RF

は࡞いࠋ࠺ࢁࡔつࠊࡾࡲ心的⾲象とࢀࡤてࡁたࡶのはࠊ心のእに࠶るࡶのの代わࡾ（⾲象）

として考えるの࡛はࠊࡃ࡞主ᚑ関ಀを㏫にしてᤊえる࠶࡛ࡁるといࡇ࠺と࡛࠶るࢀࡇࠋは

カントの「コペルニクス的㌿ᅇ」（『⣧⢋理性ᢈุ』第 2 版序文）と㌶を一にするࠋᑐ象のྠ

一性ࡶ RF の ID がྠ一か࠺かḟ第࡛࠶るࠋ 

 

��� � 認知的視座と日ᖖ的視座�

� ᪤に᫂らか࠺ࡼ࡞に RFT は日ᖖ的ࡶ࡞ののぢ᪉とはか࡞␗ࡾ࡞るぢ᪉をするࡶࠋののぢ

᪉のࡇとを視座（perspectiveࠊジャッケンドフ 2012/2019 ࡛は「視Ⅼ」と訳ࢀࡉている）と

いࠊ࡛ࡇࡇࠋ࠺RFT のࡶののぢ᪉に័ࢀてࡶら࠺ためࠊジャッケンドフ（2012/2019）の訳

⪅ᚋ書ࡁ（大㒊ศ➹⪅が書いた）に基࡙いてࠊ言語の⾲す世界は概念世界࡛࠶るとする認知

的視座をࠊ言語の⾲す世界は実在እ㒊世界࡛࠶るとする日ᖖ的視座࡞他の視座とᑐẚし

 5ࠋたいࡁ࠾とめてࡲがら࡞

� ᡃࠎが何かについて考えるとࠊࡁᚲず何らかの視座を᥇ࡗているࠋᬑẁのࡶののぢ᪉を日

ᖖ的視座といいࢀࡇࠊは≉定の知㆑体⣔をຮᙉしࡃ࡞てࡶᡃࠎが⮬↛と㌟につけらࢀるࡶ

の࡛࠶るࠋえࠊࡤ日ἐとい࠺現象（ジャッケンドフ 2012/2019㸸4 ❶）はࠊ日ᖖ的視座か

らは太陽がᆅᖹ⥺のୗにỿ࡛ࢇいࡇࡃと࡛࠶るࠋ一᪉ࠊኳ文学的視座からはࠊᆅ⌫が⮬㌿す

るにつࢀてࠊ太陽ගがほ する人のいるとࢁࡇにᚎࠎにᒆか࡞ࡃ࡞るࡇと࡛࠶るࡇࠋの視座

からはࠊ太陽はᾏに投ࡆ㎸ࢀࡲた࣎ウリング⌫の࠺ࡼにỿࡴわけ࡛は࡞いࠋ視座にࡗࡼて太

陽がỿࡴか࠺かが␗ࡕࠊࡾ࡞らかࡔけが⤯ᑐ的にṇしいといࡇ࠺とは࡞いࠋኳ文学的視

座からは太陽はỿ࡛ࢇい࡞いのにࠊ日ᖖ的視座からは太陽がỿ࡛ࢇいࡃ（࠺ࡼにぢえる）の

は࠺してかࠊとၥ࠺たሙྜ1ࠊ つの説᫂は௨ୗのࡶの࡛࠶るࠋほ ⪅と太陽の⨨関ಀの

≉定のኚ化の᪉ࠊࡧࡼ࠾ࠊほ ⪅は⮬ศがືいている࠺ࡼにはឤ࡞ࡌいࡇとからࠊほ ⪅
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には太陽がୗにືいているࠊす࡞わࡕỿ࡛ࢇいる࠺ࡼにぢえるࡇࠋの説᫂はࠊほ ⪅の（ᚲ

ずしࡶ意㆑ࢀࡉてい࡞い）心のはたらࡁから説᫂したࡶの࡛࠶るためࠊ認知的視座（の 1 つ）

からのࡶの࡛࠶るといえるࠋ 

学ၥ的࡞㆟論࡛ࡃ࡞とࠊࡶ視座の㌿は㉳ࡾࡇᚓるࠋ「⣬ᖯࡶ学記ࡶたࡔの⣬ษࡔࢀ㸟 

トイレットペーパーの᪉がࡔࡲᙺに❧つ㸟」とかࠊ「Წ（バット）࡛⌫（࣎ール）をᡴࡗて

何がᴦしいࡔࢇ㸟」とい࠺人はࠊ日ᖖ的視座から⬺してࢀࡑࠊにྵࢀࡲる≀ࡸ行為にᑐする

ᵝ࡞ࠎ意味け・౯್けの࡞い一✀の၏≀論的視座からⓎ言しているの࡛࠶る（意味ࡸ౯

とする試みは戸田山 2014࠺ࡶ㎸ࡁ由意ᚿを၏≀論的視座に書⮬ࡸ್ 参照）ࠋ日ᖖ的視座はࠊ

ジャッケンドフがḟの࠺ࡼにࡲとめている㏻ࡾのࡶの࡛࠶るࠋ 

日ᖖ的࡞視Ⅼとはࠊ⚾たࡕが日ࠎの生άを㏦るためのࡶの࡛࠶るࢀࡑࠋは⮬↛が⚾た

ࢀࡑࠋしに世界を⤒㦂する࡞はປຊࡕた⚾ࠋるࢀと思わࡔのࡶたࢀࡃにഛえけてࡕ

は≀ࡸ人ࠊ༢語ࡸ文ࠊ進行中のฟ᮶ࠊ他のࡇとをᘬࡁ㉳ࡇすࡶのࡈとࠊ⮬らの⮬由

意ᚿにࡗࡼて行ືしている人たࢀࡩ࠶࡛ࡕた世界ࠋࡔ文は世界とのᑐᛂの᪉にࡶと

࡙いて┿かഇと࡞るࡲࠋた⚾たࡕはイメージࡸ思考とい࠺⢭⚄生άࡶ⤒㦂するࠋ思考

といࡶ࠺のをྫྷ味すࢀࡑࠊࡤࢀは㢌の中の文ࡔといࡇ࠺とにࡇࡇࠊࡾ࡞から⚾たࡕの

思考は内的言語࡞のࡔと⤖論࡛ࡁるかࡶし࡞ࢀいࠋ（pp. 306–307） 

「文は」௨ୗࠊ言語学的࡞主ᙇがྵࢀࡲているがࠊ認知的視座に❧つ RFT はࢀࡇらの主ᙇ

にし࡞いࡇとにὀ意ࢀࡉたいࠋ「⮬↛が⚾たࡕにഛえけてࢀࡃたࡶの」とい࠺のはࠊつ

のがࡶࡤたとえࠊいては࠾の視座にࡇࠋる࠶と࡛ࡇ࠺るとい࠶進化上の㐺ᛂの⤖ᯝ࡛ࠊࡾࡲ

ぢえるとい࠺のはࠊ実在እ㒊世界にࡶのがࡗ࠶てࢀࡑࠊがࡑのࡲࡲ（何ࡶࡉずに）ぢえる

といࡔ࠺けのࡇと࡛࠶る（ྠ書 21 25ࠊ❶ ࡃ࡞ၥ㢟ࢇと日ᖖ生άは日ᖖ的視座࡛ࠋ（❶

㏦ࢀるのࡔがࠊᏱᐂからのᆅ⌫ࡸ太陽のほ ࠊ㘒視⏬ീとの㐼㐝といࡗた㠀日ᖖ的࡞⤒㦂ࠊ

（p. 307）「ているのかࡏ何が太陽をᕠら」ࡤၥい̿たとえ࡞る㠀日ᖖ的ࡼ理性にࠊるいは࠶

̿にはࠊ日ᖖ的視座のᡭに㈇え࡞いࡶのがከ࠶ࠎる࠺ࡇࠋいࡗたࡇとの理ゎをㅉめるの࡛࡞

けࠊࡤࢀ「ᡓ㌴を㥑ࡗて太陽を≌ᘬする⚄」（p. 307）ࡸ㘒視を㉳ࡇしているᝏ㨱࡞の㉸⮬

↛的࡞Ꮡ在をᑟ入して日ᖖ的視座を⥔ᣢし࠺ࡼとするࡇとに࡞るかࠊኳ文学的視座ࡸ認知

的視座࡞他の視座のฟ␒に࡞るࠋ 

� 認知的視座とはࡶࠊのがぢえるとい࡞࠺ࡼ࠺人㛫の心が関わる現象を人㛫の心に༶してࠊ

㢌の中࡛㉳ࡗࡇているࡇととして理ゎし࠺ࡼとするぢ᪉࡛࠶るࠋたとえࠊࡤගが┠から入ࡗ

てࡁて⥙⭷にᒆいたらࠊ㢌は何をするかとい࠺とࠊዟ行ࡁ・㍯㒌・Ⰽ࡞のほⅬからศᯒしࠊ

視野にḞᦆ㒊ศがࡗ࠶たら࿘ᅖのぢえ᪉から⿵いࠊ記᠈とのパターンマッチングを行い͐

ࠊるために࠶が（p. 181）「のᏑ在ࡁつࡧ⤖からの入ຊと視ぬ⾲ᒙの㛫の┠」ࠊの⤖ᯝࠎ➼͐

現実のࡶのが現実のࡶのとしてぢえるの͐͐ࡔとい࠺ࡼ࠺に理ゎするࡇと࡛࠶るࠋ日ᖖ的

視座に࠾いてࡶ心は࠶るとࢀࡉるがࠊከࡃのሙྜࠊ意㆑的ࡶ࡞のࡔけ（࠶るいはࢀࡑにຍえ

てフロイト的࡞↓意㆑の㒊ศ）が心とみࢀࡑࠊࢀࡉ࡞は f-心とは␗࡞るࡶの࡛࠶るࠋ人㛫の



－ 34 －

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

  
 

 
 

㢌࡛㉳ࡗࡇているࡇとはソフトウェアの視Ⅼからࣁࡶードウェアの視Ⅼからࡶ考えらࢀる

がࠊRFT の᥇⏝する（⊃義の）認知的視座はࠊソフトウェアの視Ⅼから理ゎし࠺ࡼとするࡶ

の࡛ࡇࠊの視座を取るとࠊ㘒視の࡞࠺ࡼ日ᖖ的視座のᡭに㈇え࡞い現象ࡶ説࡛᫂ࡁるྍ⬟性

が㛤けるࣁࠊ࠾࡞ࠋードウェアの視Ⅼから理ゎし࠺ࡼとするࡶののぢ᪉は⚄⤒的視座（neural 

perspective）とい6ࠋ࠺  たとえࡶࠊࡤのをぢるሙྜはࠊ┠から入ࡗてࡁて⥙⭷にᒆいたගが

信ྕにኚࢀࡉて視⚄⤒から第一ḟ視ぬ野に入͐͐ࡾの࡞࠺ࡼ考え᪉をするࠋ 

� ὀ意すࡇࡁとにࠊ認知的視座ࡶ日ᖖ的視座ࡶ人にඹ㏻するࡶのが 1 つࡔけ࠶るわけ

࡛は࡞い（࠶るྡࡧが 1 つの確定したࡶのとしか⤖ࡧついてい࡞いと考えるのࡶ日ᖖ的

視座のぢ᪉かࡶし࡞ࢀいࠋ「ྠ一の語を࠺とࠊᡃࠎはྠ一の概念を扱ࡗていると考えたࡃ

一個人の中のバリࡧࡼ࠾ࠊ個人ᕪࡶらの視座にࡕࠋ（（訳⪅➹ࠊJackendoff 1996: 207）「る࡞

エーションがࡾ࠶ᚓるࠋ科学ࡸ哲学に㥆ᰁみの࠶る現代人は1ࠊ ᖺ๓の人（進化心理学的

には現代人とࡌྠࡰ心の⣲㉁をᣢࡗて生ࢀࡲたとࢀࡉるࠋミラー&カナザワ 2007/2019）

とはᗄศ␗࡞る日ᖖ的視座をᣢࡗているかࡶし࡞ࢀいࠋ認知的視座にࡶデカルト的ࡶ࡞の

（ジャッケンドフ 2012/2019: 31 ❶）の࡞࠺ࡼバリエーションが࠶るࡲࠋたࠊ認知科学の知

㆑を᭦新するࡇとにࡗࡼてኚわるࡇと࠶ࡶるࡉࠋらにࠊ」ᩘの視座をᣢࢀࡑࠊࡕを俯瞰した

視座（perspectival perspective）をࡶ㌟につけらࢀるࡇとࠊࡶ人㛫のࡶしかしたらᅛ᭷の認知

⬟ຊ࡛࠶る（ྠ書 43 ࠊศ㢮ࠊ一性ྠࠊ視座のྠ定ࠊてはࡗた࠶の⬟ຊを᥈ồするにࡑࠋ（❶

視座の㛫の関ಀ（上̿ୗ関ಀࡸ全体̿㒊ศ関ಀは࠶るの࠺ࢁࡔか㸽）といࡗた形而上学

的ၥ㢟がᚅࡕ構えているࡇとに࡞るが࡛ࡇࡇࠊはḟのⅬ௨እ῝入ࡾし࡞いࠋ 

� 認知的視座と日ᖖ的視座はᑡࡃ࡞とࡶ 2 ㏻ࡾの関ಀを⤖ぶ1ࠋ つ┠は୧⪅が言語・意味・

指示࡞についてᥦ౪する説᫂に࠾ける➇ྜ関ಀ࡛࠶る（1.3.1 ⠇参照）2ࠋ つ┠は๓⪅がᚋ

⪅を説᫂するとい࠺説᫂̿⿕説᫂の関ಀ࡛࠶るࠋつࠊࡾࡲᡃࠎのᬑẁのࡶののぢ᪉をࠊf-心

がの࠺ࡼにാいているのかからゎ᫂するとい࠺関ಀ࡛࠶るࠋたとえࠊࡤ日ᖖ的視座から≀

が࠶るとឤࡌらࢀるのはࠊ認知的視Ⅼからはࠊ「≉定の✵㛫構造が RF 何らかの≉性ࡧࡼ࠾

タグと⤖ࡧついたとࡁ」（p. 308）といࡇ࠺とに࡞るࠋ説᫂̿⿕説᫂の関ಀはࡇの 2 つの視座

の㛫ࡔけにぢらࢀるの࡛は࡞いࠋ⬻⚄⤒が RF に実し࠺ࡼのの内㒊のデータ構造をࡑࡸ

ているかがわかࠊࡤࢀ認知的視座を⚄⤒的視座にࡗࡼて説᫂したࡇとに࡞るࡲࠋたࠊ⬻⚄⤒

ᅇ㊰の≀理・化学的メカニズムがศかࠊࡤࢀ㑏ඖとい࠺᪉࡛⚄⤒的視座を≀理・化学的視

座から説᫂したࡇとに࡞る（p. 308）ࠋ≀理・科学的視座が一␒根ᗏにࡔࢀࡑࠊࡾ࠶けࡤࢀ࠶

全てが説࡛᫂ࡁると࡛ࡲ考える㑏ඖ主義⪅ࡶいる࠺ࢁࡔがࠊ➹⪅は࠺ࡑは考え࡞いࠋ視座の

レベルが上がるࡇと࡛ࠊୗのレベルにはぢら࡞ࢀい現象̿生ࠊ意㆑ࠊ意味ࠊコミュニケー

ションはࡑのೃ⿵࡛࠶る̿がⓎしてࡃるから࡛࠶る（マンフォード 2012/2017: 3 ࡑࠋ（❶

のためࢀࡒࢀࡑ」ࠊの視Ⅼはᙉみとᙅみをࡗࡶてࠊࡾ࠾いずࡶࢀ⚾たࡕがࡶのࡈとを理ゎす

るとࡁに⊂⮬のᙺをࡗࡶてᐤしࢀࠊ一つとして他のࢀかに完全に㑏ඖするࡇとは

視座࡞て㐺ษࡗࡼ理ゎしたい現象にࠊࡾࡲつࠋい」（ジャッケンドフ 2012/2019: 306）࡞ࡁ࡛
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がኚわࡗてࡃるといࡇ࠺と࡛࠶る（ࢀࡇとは␗ࠊࡾ࡞進化のほⅬを入ࢀるࡇと࡛၏≀論的視

座に全てを書ࡁ㎸࠺ࡶとい࠺❧ሙは戸田山� 2014 を参照）ࠋRFT はࠊ言語ࠊ意味ࠊ指示を考

える㝿にࠊࡶOIC のほⅬを取ࡾ入ࢀつつ認知的視座を㈏ᚭし࠺ࡼとするࠋ�

�

��� � 言語・意味・指示の視座�

����� � 意味の↓意㆑௬説と意味研究࡛認知的視座を㈏ᚭするのが㞴しい � つの理由�

� ジャッケンドフ（2012/2017）は言語についての日ᖖ的視座と認知的視座をࢀࡒࢀࡑࠊチ

ョムスキーの「E 言語」（እ在言語）と「I 言語」（内在言語）にࡑࡼ࠾࠾ᑐᛂすると述て

いる（p. 19）ࢀࡇࠋらの概念に㥆ᰁみの࡞いㄞ⪅のためにࡶ௨ୗᩜࠊ⾝していࠋࡃ 

言語研究をしてい࡞い人のከࡃはࠊ日本語の࡞࠺ࡼ個ู言語を「現実世界にᏑ在する統一

に࠺ࡼ「るࡁとが࡛ࡇ࠺に࠺ࡼ一✀の㐨ලのࡤࢀい᪉を㌟につけ」ࠊ࡛「≀た構造ࢀࡉ

࠺ࡼのࡇ日ᖖ的視座からぢた個ู言語はࠋいか࡞ᤊえているの࡛はࡶの（p. 16）と࡛ࡶる࡞

た័⩦のࢀࡉワめた一つの฿㐩ඛが言語ඹྠ体にඹ᭷ࡁ✺の考えを学ၥ的にࡇࠊの࡛ࡶ࡞

体⣔のࠊ࡞࠺ࡼソシュール（1916/2016）のラングに代⾲ࢀࡉる言語ほ࡛ࠋ࠺ࢁ࠶哲学⪅の

ከࠊࡶࡃ日ᖖ的視座ࡑのࡶの࡛は࡞いがࢀࡑࠊを研ࡲࡂした視座から」ࠊのヰ⪅からࡶ

⊂❧したᢳ象的࡞Ꮡ在≀」（ジャッケンドフ 2012/2017: 17）と言語をみ࡞しているࠋศᯒ的

言語哲学の♏を⠏いたフレーゲึࡸᮇ生ᡂ言語学の意味論に大࡞ࡁ㈉⊩をしたカッࢶがࡑ

࡞ࡁの言語ほは言語研究に大ࡇࠋている（pp. 19–20）ࢀらࡆ考える哲学⪅の代⾲としてᣲ࠺

ᙳ響ຊをᣢࡗているࠋ 

� しかしࠊチョムスキー㠉௨㝆ࠊᗈ義の文ἲ（㡢㡩論ࠊ形ែ統語論ࠊ意味論）の研究⪅の

ከ̿ࡃジャッケンドフにࡼると「言語学⪅のᅽಽ的大ከᩘ」（p. 17）̿はࠊ日ᖖ的視座をと

らずࠊ認知的視座から言語を研究している（ࡇとにࡗ࡞ている）ࠋ認知言語学⪅は I 言語を

研究しているとは言わ࡞い࠺ࢁࡔけࠊࡶࢀ言語⏝⪅の㢌の中に࠶るシステムがのࡼ

ࠊの視座からはࡇࠋているࡗⅬ࡛は認知的視座を取࠺᥈ồしているとい（ࡶ）のかをࡶ࡞࠺

日本語の࡞࠺ࡼ個ู言語はࠊ「すてのヰ⪅の中に࠶るすての体⣔の㏆ఝ್ࠊᖹᆒ್ࡶࠊ

しࡃは理想化したࡶの」（p. 17）といࡇ࠺とに࡞るࠋ言語にᑐする認知的視座はࠊチョムス

キー㠉௨ᚋࠊጞめは統語論ࡸࠊがて㡢㡩論と意味論࡛ࡶ一般的にࡗ࡞ていࡗたࠋ 

� 認知的視座が言語の研究に࠾いて一般的にࡗ࡞たとはいえࠊṦに意味の研究࡛ࢀࡑを㈏

ᚭするࡇとはࠊ統語論・㡢㡩論の研究のሙྜᐜ࡛᫆は࡞いࠋ➹⪅にはከࡃの理由が考え

つࠋࡃ第一にࠊ言語学はᑡࡃ࡞とࡶ日本に࠾いて文⣔の学ၥ࡛࠶るためかࠊ視座に↓⮬ぬ࡞

ࡾ㛫に入ࡠる日ᖖ的視座が知ら࠶ᬑẁの視座࡛ࠊると࡞࠺ࡑࠋる࠶࡛ࡕがࢀ研究が行わࡲࡲ

㎸みࡸすいࠋ᪉ἲ論の確❧した理⣔の学ၥ࡛ࠊࡤࢀ࠶視座に↓⮬ぬ࡛ࡶパラダイム内࡛の研

究が大࡞ࡁၥ㢟ࡃ࡞行わࢀると➹⪅は想ീしているࠋ 

第二にࠊ๓述の哲学のᙳ響が࠶るࠋ日ᖖ的視座からの哲学的言語研究が言語学の意味論・

語⏝論の研究にከ大࡞ᙳ響をえてࡁたࡇとは᫂らか࡛࠶るࢀࡑࠋに࠾いてはࠊ意味はእ㒊
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世界（実在するとみ࡞ࢀࡉ࡞いࡇとがከいྍ⬟世界ࡴྵࡶ）に࠶るとࢀࡉるࡇとがከいࠋ

えࠊࡤ「Ỉたࡾࡲ」（4 ❶）とい࠺語の意味は࠺ࢁࡔࢇ࡞かと日ᖖ的視座から考えるとࠊእ㒊

世界に࠶るỈたࡾࡲの集 ࠾るのは࡞考えに࡞࠺ࡼ࠺といࡔ（が関わる関ᩘࢀࡑるいは࠶ྜ）

かしࡇ࡞と࡛は࡞いࠋ（集ྜのእᘏࡑのࡶのを㢌に入ࢀるわけにはいか࡞いためࠊ認知的視

座に࠾いてはࡇのぢゎを┿にཷけるࡇとはᅔ㞴࡛࠶るࠋ）哲学に࠾いてࠊ実在し࡞いࡶのの

⾲現（「シャーロック・ホームズ」ࠊ「ࣘニコーン」ࠊ「現在のフランス⋤」（ラッセル 1905/2013）

いる「マティ࡛ࢇい信念の⾲現（ 実㝿にはỈを㣧࡞ᑐᛂしࡶእ㒊世界にᚲずしࡸ（࡞

ーニを㣧࡛ࢇいる男」ドネラン 1966/2013）の意味が┒ࢇに㆟論ࢀࡉてࡁたのはࠊ日ᖖ的視

座࡛はࢀࡑらが扱いにࡃいからに他࡞ら࡞いࠋ視座は㏻ᖖࢀࡑࠊ⮬体が㆟論のᑐ象と࡞らずࠊ

研究の⫼ᬒを࡞しているࡑࠋのためࠊ認知的視座に❧つ言語学⪅が日ᖖ的視座に❧つ哲学の

ඛ行研究を参照する㝿ࠊᙼᡃの視座のᕪにẼか࡞い࡛ࡲࡲいると日ᖖ的視座がΰࡸࡾࡌ

すいࠋ 

第三にࠊ意味についての理論はࡇか࡛世界と関わら࡞け࡞ࡤࢀら࡞いといࡇ࠺とが࠶

るࡇࠋのほⅬからはࠊእ㒊世界に意味が࠶ると考える日ᖖ的視座はࡇの上ࡃ࡞とࡗつࡸࡁす

いࠋ一᪉ࠊ認知的視座は意味が心に࠶ると考えるためࠊ言語⾲現と心に࠶る意味との関ಀを

考えるのにຍえてࠊ心に࠶る意味とእ㒊世界との関ಀࡶ考え࡞け࡞ࡤࢀらずࠊၥ㢟が」㞧に

言語のၥ㢟ࡾ๓述の㏻ࠊる意味とእ㒊世界との関ಀは࠶心にࠊのⅬについて➹⪅はࡇࠋる࡞

࡛はࡃ࡞認知一般についてのၥ㢟࡛ࠊ本書のᑕ⛬を㉸えると考えているࠋジャッケンドフが

௨ୗの࠺ࡼに述る㏻࠶࡛ࡾるࠋ 

言語⾲現がいかにして「世界に関する」ࡶのた࠺ࡾるのかとい࠺㞴ၥはࠊṇ確には言
㸬

語
㸬
についての㞴ၥ࡛は࡞い>͐@ࡴࠋしࢁ認知

㸬㸬
についての㞴ၥ࡞の̿̿ࡔ人の㢌に࠶る

概念構造ࠊ✵㛫構造・Ⓨ㡢・視ぬ⾲ᒙ・≉性タグがࡗࡸ࠺ࠊて言葉と≀࡛‶ࡕてい

るእ㒊世界の⤒㦂とࡗ࡞ていࡃのか㸽[…]⚾たࡕは心的構造にᑟかࢀて世界を⤒㦂す

るࡑࠋの࡞࠺ࡼ心的構造をࡦとたࡧ理ゎしたらࠊᗘはࡇࡑに言語を⤖ࡧつけるࡇと

はࡉᅔ㞴࡛は࡞いࠋ（p. 202ࠊᙉㄪ原文） 

実在እ㒊世界と言語のつ࡞がࡾを考えるにはࠊእ㒊世界と f-心のインタフェース࡛࠶る知ぬ

を本᱁的に扱わ࡞け࠺ࡤࢀに࡞ࡶら࡞いࠋ知ぬを f-心のᶵ⬟として扱ࡗてࠊ知ぬの認知科

学と᥋⥆するᚲ要が࠶るがࢀࡑࠊは本書のᑕ⛬を大ࡃࡁ㉸える（p. 164 参照）ࠋ 

第ᅄにࠊ意味とはのࡶ࡞࠺ࡼのかについてྜࡾࡲ࠶意が↓いࡔけ࡛ࠊࡃ࡞言語学に࠾い

てはࡑࠊの࡞࠺ࡼ哲学的㆟論が ࠎにしてᚷ㑊ࠊࢀࡉṇ㠃ษࡗて㆟論ࢀࡉるࡇとがᑡ࡞いと

いࡇ࠺とがᣲࡆらࢀるࠋ認知的視座に࠾いてはࠊᬑ㏻ࠊ心に࠶る概念が意味࡛࠶るとࢀࡉる

（概念をฎ理するᡭ⥆ࡶࡁ関連性理論࡛は意味として認めらࢀている Wilson and Sperber 

ࡗいてṇ㠃ษ࠾言語学にࠊࡃ࡞意ぢの一⮴がࡶ概念とは何かについてࠊしかしࠋ（1993/2012

て㆟論ࢀࡉるࡇとはࡉらにᑡ࡞い7ࠋ 認知的視座に❧つ言語学⪅࡛ࡗ࠶てࠊࡶ意味とは何か

࡞ල体的ࡲࡲにしたࡆる̿をᲴ上ࢀࡉ࡞ၥいとみ࡞は哲学的ࡾࡼ࠺は言語学的といࢀࡇ̿
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言語⾲現の意味ศᯒをしている⪅がᑡ࡞ࡃ࡞いࡇࡇࠋにࡶ意味・概念とは何かを㛗ᖺ㆟論し

てࡁた哲学の日ᖖ的視座がᚸࡧ㎸ࡴ㝽が࠶るࠊ࠾࡞ࠋ意味とは何かをᲴ上ࡆした研究にとࡗ

ての意味とはࠊ⤖ᒁ論文を書いている言語にࡼるパラフレーズࢀࡑࠊࡸをࠒ ࠑに入ࢀたࡶ

のࠊࡸ認知文ἲ࡞のᅗ[۵ Ѝ ۵のࡶ࡞࠺ࡼの]௨上のࡶの࡛は࡞いࡇとがከい࡞࠺ࡑࠋる

 ࠋ࠺ࢁࡔ関ಀしているࡶとにはḟに⤂する意味の↓意㆑௬説ࡇ

ᗄከのᅔ㞴に㈇けずに認知的視座から意味を扱࠺࠾とする⪅はࡲࠊずࠊᬑẁは⫼ᬒに㏥い

ている視座について⮬ぬ的にࠊࡾ࡞意味についての⮬他の言説がの࡞࠺ࡼ視座に❧ࡗた

認知的視座の意味研究⪅が┿に᳨ウしࠊにຍえてࢀࡑࠋい࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞のかをྫྷ味しࡶ

にࢀࡑࠋる࠶意味の↓意㆑௬説（ジャッケンドフ 2012/2019）がࠊのにࡶい࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞

る࠶た概念࡛ࢀࡉる構造化࠶基本的には概念㒊門にࠊける意味とは࠾認知的視座にࠊるとࡼ

ࠋいᡃ࡞の࡛はࡶるࡁ体は意㆑࡛⮬ࢀࡑࠊののࡶ ついたⓎࡧ⤖にࢀࡑࠊるのはࡁが意㆑࡛ࠎ

㡢とࠊⓎ㡢が意味に⤖ࡧついているかྰかといࡗたࠊ認知的͆࡞タグ͇の᭷↓としてᤊえら

࡞⬟意㆑ྍࠊるとしたらࢀに思わ࠺ࡼるࡁ意味が意㆑࡛ࠋる࠶け࡛ࡔとࡇ࡞༢⣧࡞࠺ࡼるࢀ

Ⓨ㡢を取ࡗᡭ（ࣁンドル）としてࢀࡑに⤖ࡧついた概念を᧯సするࡇとが࡛ࡁるから࡛࠶るࠋ

㦫࡞ࡃかࠊࢀ言語⾲現を構ᡂする㡢㡩構造・統語構造・意味構造のࠊࡕ࠺「思考の⤒㦂と᭱

たⓎ㡢は意㆑࡛ࢀࡉイメージࠊずࡁ意味は意㆑࡛ࠋる࠶࡛㏆ఝするのは㡢㡩論」（p. 138）ࡶ

 ࠋる࠶から࡛ࡔはᚋ⪅のはず（p. 138）「≀認知的相関࡞思考の主要࡞意㆑的」ࠊら࡞るのࡁ

概念構造は意㆑࡛࡞ࡁい一᪉ࠊ実在እ㒊世界は意㆑࡛ࡁるࠋ意味が意㆑࡛࡞ࡁいとは思い

ࡑいて╔ࡾに㎺（認知文ἲのᅗࡸ）る実在እ㒊世界ࡁ意㆑࡛ࠊずに意味を᥈しồめたらࡏࡶ

いて認知的視座を㈏ᚭする࠾が意味の研究にࢀࡇࠋ࠺ࢁ࠶と࡛ࡇ࡞↛⮬にᏳఫするのはࡇ

る第࠶とがᅔ㞴࡛ࡇ 5 の理由࡛࠶るࠋ 

認知的視座に❧ࡕ⥆ける⪅はࠊ意味が意㆑࡛࡞ࡁい௨上ࠊRF の࡞࠺ࡼぢたࡇとࡶ⪺いた

概念構造につࠋる࠶ᚲ要がࡃがら意味を᥈ồしてい࡞のを意味としてᥐ定しࡶい࡞ࡶとࡇ

いて直᥋ၥ㢟と࡞るのはࡑの内㒊構造（の࡞࠺ࡼ要⣲がの࠺ࡼに⤌みྜわࡗࡉている

か）ࡸ他の㒊門の構造との関ಀといࡗた形ᘧ的≉ᚩ࡛ࡇࠊࡾ࠶のⅬは統語構造・㡢㡩構造と

い࡞ࡁ体意㆑࡛⮬ࢀࡑࠊ㡢㡩論࡛はࡸ統語論ࠋる（Jackendoff 1992: 30）࠶୪行的࡛ࡃたࡗࡲ

統語構造ࡸ㡢㡩⣲性をᥐ定するࡇとにᢠをぬえるࡶのはᑡ࡞い（⛣ືࡸ統語ὴ生はู࡛

基本的ࠊࡶたとしてࡗ࠶とに㐪和ឤがࡇ理論的構⠏≀をᥐ定するࠊいて࠾意味論にࠋ（る࠶

に័ࢀのၥ㢟࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 

����� � 認知的視座からの┿と指示�

文の意味࡛࠶る構造化ࢀࡉた概念ࡑのࡶのは意㆑࡛࡞ࡁいからといࡗてࠊ言語学に࠾け

る意味の研究が⿕㦂⪅の行ືを 定する࡞࠺ࡼ実㦂的ᡭἲ࡛ࡶ⏝い࡞い㝈ࡾ行え࡞いわけ

࡛は࡞いࠋ実㦂的ᡭἲを⏝い࡞い言語学的意味論研究はࡔࢀࠊけᡂຌしたかはとࡶかࠊࡃ

㛗ࡁにΏࡗてࢀࡉ࡞てࡁたࢀࡑࠋがྍ⬟࡛࠶るのは2ࠊ つの文がࢀࡒࢀࡑ⾲す構造化ࢀࡉた

概念をẚ㍑した⤖ᯝ̿ྵ意関ಀに࠶るかྰかࡶ̿࡞意㆑࡛ࡁるから࡛࠶るࠋたࡔしࠊẚ㍑
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るⓎ㡢にࡁ意㆑࡛ࠊとはࡇのࡇࠋい࡞ࡁẚ㍑のプロセス⮬体は意㆑࡛ࡸのࡶのࡑ⪅た୧ࢀࡉ

関して 2 つの語が㡩を㋃ࡴか࠺かとい࠺ẚ㍑はࠊプロセスࡶ⤖ᯝࡶ意㆑࡛ࡁるࡇととᑐ

照的࡛࠶る（Jackendoff 1996: 8.4）ࠋ 

文の┿ഇࠊࡶ認知的視座からは心に࠾けるẚ㍑のၥ㢟࡛࠶るࠋ日ᖖ的視座に࠾ける文の┿

ഇはࠊ言語⏝⪅からษࡾ㞳ࢀࡉた文とྠࠊ た世界がᑐᛂしࢀࡉ㞳ࡾ言語⏝⪅からษࡃࡌ

ているか࠺かのၥ㢟࡛ࠊ文の┿理᮲௳を世界が‶たしてい࡞࡛࠺ࡑࠊ┿ࡤࢀけࡤࢀഇ࡛࠶

る（ジャッケンドフ 2012/2019: 32–33 る文࠶言語⏝⪅がࠊ認知的視座からはࠊ一᪉ࠋ（❶

の┿ഇをุ᩿するとࡁにࡑࠊの f-心࡛何が㉳ࡗࡇているかがၥ㢟に࡞るࢀࡇࠋはࠊいたずら

にၥ㢟を」㞧にしているわけ࡛は࡞いࠊࡶࡑࡶࡑࠋ文と世界とい࠺全࡞␗ࡃるࡶのがᑐᛂし

たࡾし࡞かࡗたࡾするといࡇ࠺とは何らかの説᫂を要するから࡛࠶るࠋ日ᖖ的視座に࠾け

る文の┿理᮲௳に࠶たるࡶのはࠊ言語⏝⪅が文の概念構造のインタフェースไ⣙をᡭ

がかࡾにࠊ語⏝論的ᣑをしつつ構⠏したᗈ義の概念構造（✵㛫構造をྵࡴ）࡛ࢀࡇࠊࡾ࠶

が言語⏝⪅の概念世界と照らしྜわࢀࡉて┿ഇがุ᩿ࢀࡉるࠋ日ᖖ的視座の「世界」に࠶

たるࡶののソースには何✀㢮か34）ࡾ࠶ ࡞ࢀしࡶഇุ᩿の᭱中の知ぬに由᮶するか┿ࠊ（❶

い（「ᮘの上に⊧がᐷていࡲすࡡ」「はい」）ࠋ㐣ཤの知ぬ⤒㦂に由᮶するࡇと࠶ࡶる（「日ࠊ

⊧をぢࡲしたࡡ」「はい」）ࠋ᥎論の⤖ᯝに由᮶するࡇと࠶ࡶる（「日࡞࠶ࠊたのᦠᖏ㟁ヰは

ᮾிにࡲࡾ࠶したࡡ」「ずࡗと大阪にࡲࡾ࠶したからࠊ㐪いࡲす」）ࠋ他人から⪺いたࡇとに

由᮶するࡇと࠶ࡶる（「࡞࠶たは 7 ᭶ 5 日に生ࡲࢀࡲしたࡡ」「はい」）ࢀࡑࠋらのソースと文

に由᮶する概念構造をẚ㍑してྜࠊ ࢀ࠶ឤぬが࠺とい࠺㐪ࠊ┿ࡤࢀ࠶ឤぬが࠺ているといࡗ

༢⣧にⓑか㯮かのุ᩿をすࠊるから࠶のᕪが࡞୧⪅にはヲ⣽ᗘࠊ論ࠋるࢀࡉഇとุ᩿ࡤ

るࡔけ࡛はࠊࡃ࡞ཝᐦにはࡗࡶと」㞧࡞はず࡛࠶るࡲࠋたࠊ文の概念構造にᑐしてẚらࢀ

る「世界」のソースが࡞いሙྜはࠊ信念ࡸሗ※の信㢗性に基࡙いてࠊⓎヰを┿としてཷけ

入ࢀるかࢀࡑࠊとࡶሗ※は࠺ࡑ信ࡌているとࡔけཷけ取るかをỴめるฎ理が行わࢀる

（「RFT は取るに㊊る理論࡛すࡡ」「1. はい2ࠊ. ➹⪅が࠺ࡑ信ࡌているࡔけ」）ࠋ 

ྡモྃの指示についてྠࡶᵝのฎ理が࠶る（ジャッケンドフ 2002/2006: 10.10）ࠋ日ᖖ的視

座に࠾ける指示はྡࠊモྃとࡑの指示ᑐ象とࡾ࡞ᚓる世界の中のᏑ在≀（entity）の㛫の関

ಀ࡛ࠊ๓⪅がᚋ⪅にࡗࡼて㊊（satisfy）ࢀࡉると指示がࢀࡉ࡞る（㊊とい࠺とࠊ言語哲

学にヲしいㄞ⪅は記述を‶たすか࠺かࡔけのၥ㢟と考えるかࡶし࡞ࢀいが࠺ࡑࠊい࠺わ

け࡛は࡞い）ࠊࡶ࡛ࡇࡇࠋ世界の中のᏑ在≀と言語⾲現とい࠺全࡞␗ࡃるࡶのの㛫に関ಀが

ᡂࡾ❧つࡇとは何らかの説᫂を要しࠊ認知的視座のฟ␒と࡞るࠋ認知的視座に࠾いてࠊᏑ在

≀は概念世界に RF としてᏑ在するྡࠋモྃࡶཝᐦには概念世界にᏑ在しࡑࠊの RF をᥐ定

すࡔࡁがࠊ本稿࡛は↹㞧に࡞るのを㑊けるためࠊ༢に「ྡモྃに RF がᑐᛂする」とい࠺

言い᪉をするࠋRF はⓎヰの᭱中の知ぬに由᮶するかࡶし࡞ࢀい（「ᮘの上にᐷている⊧をぢ

ࡗࡸにࡇていた㘽はࡕる（「日⋞関にⴠ࠶ࡶとࡇ㐣ཤの知ぬ⤒㦂に由᮶するࠋ（「ࢁ

た㸽」）ࠋ一✀の᥎論8の⤖ᯝに由᮶するࡇと࠶ࡶる（「コピー⏝⣬を全㒊ࡗてしࡗࡲた࠺ࡼ
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のࡇ」）る࠶ࡶとに由᮶するሙྜࡇ他人から⪺いたࠋ（「ࡔ iPhone はバッテリー（ぢたࡇとは

い࡞る「世界」のᑐ象が知㆑にࡏࡉモྃにᑐᛂྡࠊたࡲࠋ（「ࡔたみたいࡗ࡞い）がダメに࡞

ሙྜはࠊRF を❧てるࡇとに࡞る（「日ࠊイリジウムのṇ二༑㠃体をࡶらࡗた࡛ࢇすࡼ」）ࠋ

ሗ※の信㢗性はࡸ❧てる人の信念ࠊのሙྜࡑ RF をసるかྰかをᕥྑし࡞いࡶののࠊRF

の⨨け（ㄡの心のの世界ののᵝែにࡑの RF が࠶るとするか）が␗ࡗ࡞てࡃるࠋデ

フォルト࡛はヰしᡭが想定した⪺ࡁᡭの心の現実世界の実ែに࠶るࡶのとして RF を❧

てるࡇとに࡞るࠋ「一ḟඖの❧᪉体」の࡞࠺ࡼ▩┪する性㉁をᣢࡗているᑐ象࡛ࠊࡶRT が

❧てら࡞ࢀいわけ࡛はࠊࡃ࡞▩┪した性㉁をేࡏᣢつ RF がࠊከࡃのሙྜは現実の実ែ௨እ

のࡶのとして❧てらࢀるࡇとに࡞るࠋ 

 

� 認知形而上学�

認知的視座に࠾いてはࠊ言語が直᥋的に⾲すのは実在እ㒊世界࡛はࡃ࡞言語⏝⪅の概

念的世界に࠶るᑐ象࡛ࡗ࠶た࡛ࠋ はࡑࠊの概念世界とはヲしࡃはのࡶ࡞࠺ࡼのかࡇࠋのࡼ

ࠊがࡕ大㒊ศの科学⪅た」ࠋい࡞とはᑡࡇるࢀける意味論の研究࡛ၥわ࠾ၥいが言語学に࡞࠺

のかを科学⪅集ࡶる࡞世界はいかࠊての㛫をὀい࡛いる㏻ᖖ科学の研究はすࢇと

ᅋはす࡛に知ࡗているとい࠺௬定の上に❧ࡗている」（クーン 1970/1971: 6）から࡛࠶るࠋ

しかしࡇࠊの࡞࠺ࡼၥいはࠊ言語の意味を研究するに࠶たࡗてࠊ≉に RFT の࡞࠺ࡼ理論を

構⠏する㝿には㑊けるࡇとが࡛࡞ࡁいࠋ世界はのࡶ࡞࠺ࡼのかを᥈ồする哲学のศ野は

形而上学と言わࢀるࠋ概念世界がのࡶ࡞࠺ࡼのかを᥈ồするのが認知形而上学࡛࠶る（ジ

ャッケンドフ 2012/2019: 29 ❶・31 Mercier and Sperber 2017: 6ࠋ❶ 認知形而上学ࠋ（参照ࡶ❶

に࠾いてはࠊ概念世界にの࡞࠺ࡼ㢮のࡶのがᏑ在するのかࠊ人（person）とはの࡞࠺ࡼ

ࢀたၥ㢟が扱わࡗるのかといࢀࡉにᢸ保࠺ࡼのの他のᏑ在≀のྠ一性はࡑࡸ人ࠊのかࡶ

るࠋジャッケンドフ（2012/2019）࡛ はࠊ認知形而上学のල体的࡞㆟論が中心࡛࠶る࡛ࡇࡑࠋ

௨ୗ࡛はࡲࠊず認知形而上学が概念主義的意味論・RFT にᚲ要࡛࠶るࡇとを述ࢀࡑࠊに⥆

いて認知形而上学がの࡞࠺ࡼႠみかについて本稿࡛考ᐹをຍえるࠋ 

 

��� � 形而上学と意味論の関ಀ�

言語の意味を࠶る視座から᥈ồするሙྜࡌྠࠊ視座に❧ࡗた形而上学をࡶ㌴の୧㍯のࡼ

࡞ࡃとはከࡇるࢀࡉ主ᙇが࡞࠺ࡼのࡑ言語学࡛ࠋい࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞に一⥴に進めていか࠺

いと思わࢀるがࠊ言語哲学の文⬦に࠾いて山田（2002）が意味論とモデルの関ಀについて௨

ୗの࠺ࡼに語ࡗているࠋ 

ᮍゎ㔘の記ྕ言語を扱࠺の࡛はࠊࡃ࡞⮬↛言語の意味の理論࡛࠺ࢁ࠶とする㝈ࠊࡾモ

デルの集ࡾࡲの全体がࠊᑡࡃ࡞とࡶ⮬↛言語にࡗࡼて⾲現ྍ⬟࡞㝈࡛ࡾのࠊ世界の࠶

ࡇつࡶをࡉる㇏かࡁをカバー࡛（᪉のከᵝ性ࡾ࠶࡞⬟世界のྍ）性⬟ྍ࡞᪉のከᵝࡾ

とはᚲ要࡛࠶るࡇࠋの࡞࠺ࡼぢ᪉のࡶと࡛はࠊモデル論的意味論は࠶ࠊる⯆味῝い
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᪉࡛⤒㦂的࡞理論としてのഃ㠃をࡶつࡇとに࡞る࡛ࡇࡑࠋはࠊ⮬↛言語が⾲現࡛ࡁる

世界のྍ⬟ࡾ࠶࡞᪉を現するためにᚲ要とࢀࡉる概念的㈨※がࡔࢀࠊけのࡶのに

言語の意味↛⮬ࠊのၥいはࡇࠋる࠶るから࡛࡞とにࡇる࠺ࢀၥいがၥわ࠺るかとい࡞

を≉ᚩ࡙けるためにࡔࢀけの概念的㈨※がᚲ要と࡞るかといࠊ࠺⮬↛言語に関する

⤒㦂的࡞ၥい࡛࠶ࡶるࡇとは言࡞ࡶ࡛ࡲ࠺いࠋ（p. 190） 

山田は形ᘧ的࡞アプローチの意味論に関してࡇの࠺ࡼに述ているがࠊRFT・認知形而上

学についてࡶ全ྠࡃᵝ࡛࠶るࠋ山田の言を⮑㠃ࡃ࡞ࡶࡾるとࠊḟの࠺ࡼに言えるࠋ“認知

形而上学が記述する世界がࠊᑡࡃ࡞とࡶ⮬↛言語にࡗࡼて⾲現ྍ⬟࡞㝈࡛ࡾのࠊ概念化ࢀࡉ

た世界の在ࡾ᪉をカバー࡛ࡁる㇏かࡉをᣢつࡇとはᚲ要࡛࠶るࡇࠋの࡞࠺ࡼぢ᪉のࡶと࡛

はࠊ認知形而上学は࠶ࠊる⯆味῝い᪉࡛⤒㦂的࡞理論としてのഃ㠃をࡶつࡇとに࡞るࡑࠋ

᪉を現するためにᚲ要とࡾ࠶࡞⬟た世界のྍࢀࡉる概念化ࡁ言語が⾲現࡛↛⮬ࠊは࡛ࡇ

るから࡛࡞とにࡇる࠺ࢀၥいがၥわ࠺るかとい࡞のにࡶけのࡔࢀࠊる概念的㈨※がࢀࡉ

͇（௨ୗྠ文）ࠋる࠶ RFT にとࡗて認知形而上学がᚲ要とࢀࡉるᡤ௨࡛࠶るࠋ 

ᚋ⪅はࠊࡾ࠶鈴木他（2014）は言語哲学と形而上学は⿵完関ಀにࠊヰとして࡞一般的ࡾࡼ

๓⪅を基♏けるとい࠺関ಀに࠶ると述ているࠋ 

言語哲学の主要࡞┠的はࠊ言語にࡲつわるᵝ࡞ࠎ現象のメカニズムをゎ᫂しࢀࡑࠊら

について説᫂をえるࡇと࡛࠶るࡔࠋがࠊ言語的現象についての説᫂はࠊ他の✀㢮の

説᫂とྠᵝࠊ何らかのᏑ在⪅ࡸプロセスをᥐ定した࠺え࡛ࢀࡉ࡞るࡑࠋしてࡇࡇにࠊ

形而上学の࡞すࡁが࠶るࠋとい࠺の࠺ࡑࠊࡶしたᥐ定≀の本性ࡸᏑ在論的㌟ศ

についてのၥい̿たとえࡑࠊࡤのᥐ定≀はࢀࡑࠊ⮬㌟世界の基♏的࡞構ᡂ要⣲࡞のかࠊ

のࡶるࢀࡉが᭱⤊的には他の何かに㑏ඖࡔ説᫂の上࡛は言ཬするのが౽ࠊࡶとࢀࡑ

 （p. 261）ࠋࡔからࡔに形而上学のၥ㢟ࡉࡲࠊたၥい̿はࡗといࠊのか࡞

るࢀࡉを意味するとࢀࡑ実在世界とࠊるのは࠶る鈴木他の念㢌にに述࠺ࡼḟのࠊࡶとࡗࡶ

言語࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 

形而上学に࠾いてはࠊ言語的現象についての説࡛᫂ࡕࡶฟࢀࡉるᏑ在⪅ࡸ関ಀが࠶ら

ためて主㢟化ࢀࡑࠊࢀࡉらが実在世界に࠾いての࡞࠺ࡼ㌟ศをࡶつのかがྫྷ味ࢀࡉ

る࠺ࡇࠋしたసᴗはβࠊ ⨨にࡕ࠺ᯟ⤌みの࡞一般的ࡾࡼ実在世界のࠊ言語現象を࡞ࠎ

࡙けࡑࠊのṇ確࡞ᒃሙᡤをぢ定める試みࡔと言えるࠋ࠺ࢁࡔ（pp. 261–262） 

しかし࡛ࡇࡇࠊ述らࢀている意味論・言語哲学と形而上学の関ಀはࠊ概念主義的意味論と

認知形而上学に࠾いてྠࡶᵝにᡂࡾ❧つ9ࠋ RFT はྡモྃを主に扱࠺理論࡛࠶るためࠊᑐ象

のྠ一性ࡸᏑ在論的⠊といࡗた࡞࠺ࡼ主㢟をめࡄる認知形而上学がࡲずᚲ要に࡞る10ࠋ 

� 概念主義的意味論・RFT が認知形而上学を一᪉的にᚲ要とするࡔけ࡛は࡞いࠋ鈴木他は

形而上学が言語哲学に基♏をえるとい࠺᪉向性とはいわࡤ㏫の関ಀについてࡶ述てい

るࢀࡑࠋはࠊ「形而上学はの࡞࠺ࡼ᪉ἲ࡛進めらࢀるࡁか」（p. 262）とい࠺メタ形而上

学的ၥ㢟に関するࡶの࡛࠶るࡑࠋの⫼ᬒにはࠊ言語論的ᒎ㛤を構ᡂした「哲学的࡞ၥ㢟のⓎ
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生には言語が῝ࡃ関わࡗてࡺࢀࡑࠊࡾ࠾えࠊ哲学的ၥ㢟のゎỴのためには言語に関する考ᐹ

を⤒由するࡇとがྍḞࠊࡔとい࠺認㆑」（p.262）が࠶るࡇࠋのためࠊ哲学の᪉ἲとして言

語のศᯒを行࠺哲学⪅が現代に࠾いてከᩘ現ࠊࢀ心・知㆑・౯್࡞のၥ㢟に関してࡔけ࡛

࠺ࡑࠋᵝの᪉ἲを取る⪅がいる（p. 263）ྠࠊࡶてࡗた࠶形而上学的ၥ㢟を考ᐹするにࠊࡃ࡞

した哲学⪅にとࡗてはࠊ「実在世界の基♏的ࡾ࠶࡞᪉を᫂らかにするとい࠺形而上学のて

はࠊ言語のはたらࡁを᫂らかにするとい࠺言語哲学のてから⊂❧に行࡞わ࠺ࢀるࡶの࡛

は࡞い」（p. 263）ࡇࡇࠋに࠾いてࡶၥ㢟とࢀࡉるのは実在世界ࡔがࠊ概念世界がᑐ象とࡗ࡞

てྠࡶᵝのࡇとが言えるࠋつࠊࡾࡲ概念世界のࡾ࠶᪉を᫂らかにするとい࠺認知形而上学の

てはࠊ言語のはたらࡁを᫂らかにする RFT の࡞࠺ࡼてから⊂❧に行ࡇ࠺とは࡛࡞ࡁいࠋ 

「哲学的࡞ၥ㢟のⓎ生には言語が῝ࡃ関わࡗてࡺࢀࡑࠊࡾ࠾えࠊ哲学的ၥ㢟のゎỴのため

には言語に関する考ᐹを⤒由するࡇとがྍḞࠊࡔとい࠺認㆑」（p.262）は日の哲学ࠊ≉

にศᯒ哲学࡛ᗈࡃඹ᭷ࢀࡉている（㟷山 2012/2014: 1 の認㆑と概念主義的意味ほをࡇࠋ（❶

⤌みྜわࡏるとࠊ認知的視座を取る❧ሙからはࠊ言語の⾲す世界とはのࡶ࡞࠺ࡼのかࠊ

の࡞࠺ࡼ視座から言語は世界をᥥいているのかࠊとい࠺言語の視座に関する考ᐹを⤒由す

るࡇとが哲学的ၥ㢟のゎỴにはྍḞ࡛࠶るといࡇ࠺とに࡞るࢀࡇࠋに関連してジャッケ

ンドフ（2012/2019: 244）はࠊ┿理に関する哲学的ၥ㢟が生ࡌる理由の一㒊としてࠊ日ᖖ的

視座をᙜ↛のࡇととするࡇととࠊ「ၥ㢟ྵみのに直㠃した㝿にし࡞け࡞ࡤࢀら࡞いࡇとはࠊ

ている（認知的視座ࡆとをᣲࡇ「࠺⯙にる࠺ࡼるかの࠶け࡛ࡔとࡇすࡲࡂの視Ⅼを研ࡇ

からの┿理ほは本稿 1.3.2 参照）ࠋ視座に⮬ぬ的࡛ࡾ࠶つつࠊ言語について考ᐹするࡇとがၥ

㢟のゎỴをಁす（山泉 投稿中）ࠋ㏫に視座に↓⮬ぬ࡛࠶るࡇとはࠊ他の形而上学的ၥ㢟ࡶᘬ

 ࠋすࡇ㉳ࡁ

 

��� � 認知形而上学とはのࡶ࡞࠺ࡼのか�

����� � 一般認知形而上学と≉Ṧ認知形而上学�

世界の概念化のከᵝ性にᛂࡌてࠊ認知形而上学のྍ⬟性ࡶከᵝ࡛࠶るࡑࠋのከᵝ性を๓ᥦ

としてࠊ認知形而上学にࡶ中世形而上学とྠᵝに一般と≉Ṧの༊ูを考えるࡇとが࡛ࡁるࠋ

一般認知形而上学は世界の概念化のྍ⬟性̿たとえࠊࡤRF のྍ⬟࡞データ構造はの࠺ࡼ

マイノングࠊ一般認知形而上学と≉Ṧ認知形而上学のᑐẚはࠋ࠺のか̿の᥈ồを行ࡶ࡞

（1904/1930）の「認㆑に関わる一ษのᑐ象をໟᣓ的に᥈ồする学」としてのᑐ象論と「Ꮡ

在するࡶのについての学」࡛࠶る形而上学とい࠺ᑐẚ（鈴木他 2014: 242）にࡶ㏻ࡌるࡶの

が࠶るࠋn ḟඖの✵㛫࡞࠺ࡼᬑẁのࡶののぢ᪉にはฟて࡞ࡇいᏑ在≀を扱ᩘ࠺学の研究はࠊ

一般認知形而上学的᥈ồの一⎔とᤊえるࡇとࡁ࡛ࡶるࠋ࠺ࢁࡔ一᪉ࠊ世界の概念化のྍ⬟性

のࠊࡕ࠺何らかのሙྜに᥇⏝ࢀࡉるࡶのの᥈ồが≉Ṧ認知形而上学࡛࠶るࠋᙜ↛ࢀࡑࠊには

視座の㐪いにᑐᛂするバリエーションが࠶るࠋたとえࠊࡤ日ᖖ的視座࡛は人（person）は心

と体からᡂる（ジャッケンドフ 2012/2019: 31 ❶）がࠊ哲学的❧ሙにࡗࡼては࡛࠺ࡑは࡞いࠋ
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日ᖖ言語を扱࠺意味論とᑐに࡞る≉Ṧ認知形而上学が主にゎ᫂するࡇとに࡞るのはࠊᖹ生

の日ᖖ的視座に࠾いて༢に世界とᤊえらࢀているࡶの࡛࠶るࠋ 

 

����� � 日ᖖ的視座を扱࠺≉Ṧ認知形而上学の≉ᚩ�

日ᖖ的視座を扱࠺≉Ṧ認知形而上学と日ᖖ的視座を๓ᥦとする㏻ᖖの形而上学はከࡃの

Ⅼ࡛␗࡞るࡶの࡛࠶るࡲࠋずࠊ学説のホ౯の基‽が␗࡞るࠋ日ᖖ的視座の≉Ṧ認知形而上学

のホ౯はࠊ日ᖖ的視座をࡔࢀけᛅ実にᤊえているかにࡗࡼてホ౯ࢀࡉるࡇとに࡞るࠋ日ᖖ

的視座からの世界のᤊえ᪉に一㈏性が࡞いの࡛ࡑࠊࡤࢀ࠶のࡶ࡞࠺ࡼのとして世界を記述

するࡇとに࡞るࠋᬑ㏻の形而上学に࠾いて᭱ࡶ重視ࢀࡉるのはࠊ形而上学理論の完ᡂᗘ࡛࠶

㐨をㆡࠊにࡁᖖ㆑と形而上学理論が⾪✺したとࠊࢀୗに⨨かࡾࡼࢀࡑᖖ㆑とのᩚྜ性はࠊࡾ

るのは㏻ᖖ๓⪅࡛ࠋ࠺ࢁ࠶ 

⚾たࡕがᙜ↛ṇしいと考えているࡇとと▩┪し࡞いࡇとはࠊᵝ࡞ࠎ形而上学的❧ሙが

┠指すࡁ大࡞┠ᶆ࡛࠶るࠋしかし他᪉࡛ࠊとࡁには哲学的ゎ⟅࡛はࠊࡃ࡞ᖖ㆑の

たࢀࡉとが示ࡇる࠶ᖖ㆑がいにᩚྜ࡛ࠊࡤたとえࠋる࠶ࡶとࡇるࢀࡉがಟṇ࠺

したࡾとがุ᫂したࡇと⾪✺している（科学的知ぢࠊࡤたとえ）ᖖ㆑が他の知ぢࠊࡾ

とࡁにはࠊ形而上学的❧ሙ࡛はࡃ࡞ᖖ㆑の᪉がᨵめらࢀるࡇとが࠶るࠋ（鈴木他 2014: 

16） 

日ᖖ的視座の認知形而上学に࠾いてはࠊᖖ㆑は研究ᑐ象࡛࠶るからࢀࡑࠊに一㈏性が࡞いと

してࡶᨵめるࡇとは࡞いࠋ認知形而上学は記述的（descriptive）࡛ ᨵゞ的（revisionary）ࠊࡾ࠶

࡛は࡞いࠋ 

᪉ἲ論の㠃࡛ࠊࡶ日ᖖ的視座の認知形而上学とࢀࡑ௨እの形而上学は␗࡞るࡇとに࡞る

Ivanova and Farr 2020ࠊ形而上学の᪉ἲ論については）࠺ࢁࡔ 認知形而上学のࠋ（を参照࡞

ジャッケンドフࡤたとえࠋる࠶と࡛ࡇ研究ᡭἲの一つが言語をほᐹする࡞ᙉຊࡶ᭱

（2012/2019）はࠊ指示モ࡛タイプ・㡢・ሙᡤ・᪉向・ືస・㛗ࡉ・㔞を≀体とྠᵝに指示࡛

ࠊとを根ᣐにᡃࡇるࡁ ࠾らは概念構造にࢀࡇࠊた✀㢮のᏑ在≀を認㆑していてࡗい࠺ࡇはࠎ

いて RF をえらࢀᚓると主ᙇしている（p. 214）ࠋ㏻ᖖの形而上学࡛はࠊ指示モの⏝ἲをほ

ᐹするࡔけ࡛ࢀࡇࠊらのᏑ在が認めらࢀるࡇとは࡞いࠋ直ほを࠺扱࠺かについてࡶ認知形

而上学には≉ᚩが࠶るࠋたとえࠊࡤ形而上学に࠾ける思考実㦂̿人のศࡸ記᠈⨨の

⏝̿を⏝いた人のྠ一性の㆟論（ケーガン 2012/2019㸸第 6・7 講࡞）をぢるとࠊ形而

上学の理論・௬説を㑅ぶに࠶たࡗてࠊ直ほは᥍え┠に言ࡗてࡶかࡾ࡞重視ࢀࡉている

（Ivanova and Farr 2020: 451 思ࡶࡑࡶࡑࠊている直ほはࢀࡉ࡞ᡭとみࡁᑟࠊしかしࠋ（参照ࡶ

考実㦂にฟてࡃる࡞࠺ࡼ≉Ṧ࡞≧ἣ࡛直ほは㢗ࡾに࡞るの࠺ࢁࡔかࠋ日ᖖ的視座は進化上

の㐺ᛂの⏘≀࡛ࠊࡾ࠶理性࡛一㈏して世界をᤊえるためのࡶの࡛は࡞いࠋ直ほࡶ㏻ᖖの⎔ቃ

ୗに࠾ける進化上の㐺ᛂの⏘≀（Mercier and Sperber 2017）࡛࠶るࡑࠋのためࠊ人のศࡸ

記᠈⨨の⏝の࡞࠺ࡼ≉Ṧ࡞≧ἣ࡛は᫂確࡞直ほ的ุ᩿が࡛ࡁずࠊ⮬信をࡗࡶてุ
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᩿がୗ࡞ࡏいࡇとが࠶るのは思㆟࡛は࡞いࠋ 

日ᖖ的視座の≉Ṧ認知形而上学にとࠊとはࡇい࡞いに扱えࢀࡁሙྜを࡞Ṧ≉࡞࠺ࡼのࡑ

直ほはࠊてはࡗ日ᖖ的視座の≉Ṧ認知形而上学にとࠋい࡞の࡛はࡶる࡞体ၥ㢟と⮬ࢀࡑてࡗ

研究ᑐ象のഃにᒓするࠋᡃࠎが世界を⤒㦂・造する᪉ἲの一㒊࡛࠶る直ほ（Scholl 2007: 

582）がࠊ≉Ṧ࡞≧ἣに࠾いてാか࡞いといࡇ࠺とࢀࡑ⮬体がデータと࡞る（田中太一ࠊp.c.）ࠋ

Scholl（2007: 5.3）がᙉㄪする࠺ࡼにࡑࠊの࡞࠺ࡼ≧ἣはࠊ人㛫が㘒視を㉳ࡇす≉Ṧ࡞⎔ቃ

のࡶ࡞࠺ࡼの࡛࠶るࠋ㘒視のぢえ᪉は人㛫の視ぬをゎ᫂するのには大いにᙺに❧ࡗてࠊࡶእ

界ࡑのࡶののゎ᫂にはᙜてに࡞ら࡞いྠࠋ ᵝにࠊ形而上学の思考実㦂࡛想定ࢀࡉる࡞࠺ࡼ≉

Ṧ࡞≧ἣに࠾ける直ほ的ุ᩿ࠊࡶ概念世界ࢀࡑࡸをసる人㛫の認知のゎ᫂には大いに参考

にࡗ࡞てࠊࡶ実在世界のゎ᫂にはᙜてに࡞ら࡞いの࡛は࡞いかࡲࠋたࠊ人にࡗࡼて直ほ的ุ

᩿がศかࢀるሙྜ࠶ࡶるࡑ 11ࠋのሙྜࠊ理想的にはྛࠊ 人が重視しているࡇとをศᯒしࠊ直

ほ的ุ᩿を構ᡂ要⣲にศゎ࡛ࠊࡤࢀࡁᡃࠎの概念世界をゎ᫂するࣄントと࡞るࠋ 

科学の知ぢと形而上学の関ಀはࡃࡼࠊ㆟論ࢀࡉるࡇとࡔがࠊ認知形而上学についてはᑡ࡞

心理実ࡸ言語データࠊ日ᖖ的視座をᤊえるためにはࠋ࠺ࢁࡔとが言えるࡇ࡞࠺ࡼḟのࡶとࡃ

㦂の⤖ᯝ࡞の⤒㦂的根ᣐが説をᨭえるᙉいドᣐにࡾ࡞ᚓるࡇࠋのⅬ࡛ࠊ「科学はࠊ理論が

ほᐹࢀࡉた実と㐺ྜするࡇとをồめるのにᑐしてࠊ形而上学のデータはほᐹに基࡙ࡶࡃ

の࡛は࡞い」とい࠺マンフォード（2012/2017: 171）のᑐẚは認知形而上学には࠶てはࡲら

現代の≀理ࠊてࡗた࠶形而上学的ၥ㢟に⟅えるに࠺㛫とは何かとい✵ࡸ㛫ࠊたࡲ 12ࠋい࡞

学についての知ぢはᚲ要ྍḞࡔと言わࢀている（鈴木他 2014: 19）ࡶののࠊ日ᖖ的視座の

≉Ṧ認知形而上学に࠾いてはᚲずし࡛࠺ࡑࡶは࡞いࠋたとえࠊࡤ┠࡛ฟ᮶をほ している

ࠊගがᒆࡃのにかかる㛫のศࡔけ㐣ཤのฟ᮶をぢているとい࠺理ゎ（マンフォード 

2012/2017: 95）はࠊ日ᖖ的視座に࠾いては࡞いࠋ࠺ࢁࡔ形而上学が「科学とᐦ᥋࡞関ಀをࡶ

つࡇとはྍ㑊」（鈴木他 2014: 20）とい࠺Ⅼは認知形而上学ࡶኚわら࡞いࡶののࡑࠊの関

ಀは大࡞␗ࡃࡁるの࡛࠶るࠋ�

�

����� � 認知形而上学の❧ሙ�

メタ形而上学と言わࢀる形而上学についての考ᐹが㏆ᖺ┒ࠊ࡛ࢇたとえࠊࡤ「⚾たࡕは形

而上学的࡞ၥいをⓎするとࠊࡁ何についてヰしているのか」（ジャッケンドフ 2012/2019: 209）

といࡇ࠺とがၥわࢀているࠋ認知形而上学はࡇࠊのメタ形而上学のၥいにᑐしてࠊ⚾㐩の実

在世界にᑐする理ゎ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬

「ているかࡏࡉ㢮のᏑ在≀を世界にⓏሙ✀࡞࠺ࡼの人の心は」ࡾࡲつࠊ

（p. 209）についてヰをしているのࡔと考えるࢀࡇࠋはࠊ「形而上学をࠊ世界ࡑのࡶのについ

ての᥈ồといࠊࡶࡾࡼ࠺世界に関する⚾たࡕの思考がࡶつ構造の記述としてみる」とい࠺形

而上学ほ࡛࠶るࠋカントが『⣧⢋理性ᢈุ』࡛ᥦ示した形而上学（のྍ⬟࡞ゎ㔘の 1 つࠊマ

ンフォード 2012/2017: 166）に㏆ࠊ13ࡃ「わࢀわࢀの概念構造のࡗࡶとࡶ一般的࡞≉Ⰽを᫂ら

かにするࡇとをめࡊす」記述的形而上学（descriptive metaphysics）（ストローソン 1959/1978: 
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10）にᒓするࠋ 

形而ࠊののࡶᚑ᮶の形而上学とඹ㏻するࡑࡇる主㢟ࢀ扱わࠊሙの形而上学は❧࡞࠺ࡼのࡇ

上学がඖ᮶ᣢࡗていたࠊ実在世界全体に関わる῝㐲ࡉがḞけているとい࠺‶がᣢたࢀる

が世界を記述する㝿に⏝いࡕに⚾たࢇ形而上学はた」ࠊ࡞࠺ࡼのࡇࠋるࢀとはᙜ↛考えらࡇ

る諸ࠎの概念ࢀࡑࠊࡸらの概念の࠶いࡔの関ಀに関する᥈究ࡔ」（マンフォード 2012/2017: 

166）とい࠺形而上学ほには㈶ྠし࡞い形而上学⪅がከい࠶࡛࠺ࡼるࠋマンフォードにࡼる

とࠊ「形而上学⪅はࠊ⮬ศたࡕがၥ㢟にしているのはᐈほ的࡛Ọ久ኚの┿理࡞の࡛ࡗ࠶てࠊ

いの࡛࡞ࡃឤぬをᡭᨺした࠺といࠊࡔいの࡞ࢀࡉののぢ᪉にはᙳ響ࡶ人㛫のࡕは⚾たࢀࡑ

認知形而ࠋる࠶࡛ࢀのᢈุとしては的እは認知形而上学ࢀࡇࠊしかしࠋる」（pp. 95–96）࠶

上学がゎ᫂し࠺ࡼとしているࡶのはྂࠊ᮶の形而上学とはࡶࡑࡶࡑ㐪ࡗて概念世界ࡔから

 ࠋる࠶࡛

ࠋるࡃとがぢえてࡇ࡞視Ⅼから新た࡞メタࠊの❧ሙからᚑ᮶の形而上学の㆟論をぢるとࡇ

形而上学のၥ㢟が語ࠋの一➃をᥦ示するࡑ௨ୗ࡛はࠋ࠺ࡼ一✀のメタ形而上学と言えࡶࢀࡇ

らࢀるとࡁにࠊ௨ୗの࠺ࡼに視座について語ら࡞ࢀいࡲࡲにࠊ世界の理ゎとい࠺視座とྍ

ศࡶ࡞のが語らࢀるࡇとがከいࠋ 

⚾たࡕはࠊ世界にᏑ在するࡶののࢀࠊࡕ࠺がࢀとྠ一のࡶの࡛ࢀࠊࡾ࠶がࢀ

とูのࡶの࡛࠶るかを理ゎしࡑࠊのࡇとを๓ᥦにして生ࡁているࠋ㏫にࡶࠊし࡞࠶た

が世界に࠶るࡶののࢀࡕ࠺とࢀがྠ一࡛࠶るかをࡗࡲたࡃ理ゎしてい࡞いとした

ら࡞࠶ࠊたは┠の๓の本とコップを༊ูするࡇとࡉえ࡛࡞ࡁいࡇとに࡞るࠋつࠊࡾࡲ

ྠ一性についての実はࢀࡑࠊを๓ᥦし࡞いࡇとにはࠊ⚾たࡕが現にࡗࡶている世界

のࡾ࠶᪉についての理ゎがᡂࡾ❧た࡞いࡶ࡞࠺ࡼの࡞のࠋࡔ（p. 7ࠊୗ⥺はᘬ⏝⪅） 

「世界の基♏的࡞実」（鈴木他 2014: 5）の᪉が「世界のࡾ࠶᪉の理ゎの基♏にࡗ࡞ている」

（p. 6）とࡶ述らࢀているࠋしかしࡑࠊの理ゎ࠶ࡶる視座からのࡶの࡛࠶るࡇとをᛀࢀて

はいけ࡞いࠋ世界にྠ一性ࠊᅉᯝࠊ」ᩘのᑐ象がᣢつඹ㏻の性㉁がࡃ࡞とࠊࡶᡃࠎのの理

ゎがᡂࡾ❧た࡞いࡔけ࡛ࠊ世界はᡃࠎの理ゎとは㐪ࡗた形࡛࠶るࠊと理ゎྍ⬟ࠋ࠺ࢁࡔ人㛫

௨እの生≀にとࡗての世界を思いᥥいてみるとࡼいࠋ┠の๓の本とコップを༊ู࡛࡞ࡁい

生≀はᑡ࡞ࡃ࡞いࠋ࠺ࢁࡔ認知的視座からはࠊ⤖ᒁࠊ形而上学は実在世界のࡾ࠶᪉のၥ㢟࡛

はࡃ࡞ᡃࠊ ࠊྠࡤたとえࠋるࡁとゎ࡛ࡔる視座からの理ゎのၥ㢟࠶のࠎ 一性ࡸᅉᯝ性ࡸඹ

㏻の性㉁をࡶつࡇとについての形而上学的ၥいが生ࡌるのはࢀࡇࠊらについてᡃࠎが「ࡔࡲ

確ᅛとした理ゎをࡗࡶてい࡞いから」（p. 9）ࡔと鈴木他は述ているがࠊᡃࠎは生ࢀࡲᣢࡗ

た日ᖖ的視座からの↓意㆑的理ゎに基࡙ࡃ行ືを日ࠎ行ࡗているのࡔからࢀࡇࠊらの理ゎ

がࡑの意味࡛「か࠶࡛ࡸࡩࡸ࠶ࡾ࡞る」（p. 9）とは言い㞴いࡸࡩࡸ࠶ࠋに࡞るのは1ࠊ つに

は日ᖖ的視座をᇵࡗた日ᖖ的≧ἣとは大ࡃࡁ␗る≧ἣにࡗ࡞たሙྜ࡛࠶るࠋ 

࠺ࡶ 1 つࡸࡩࡸ࠶に࡞るをᣲࠋ࠺ࡼࡆ⮬由とỴ定論のၥ㢟としてࠊ「「⚾たࡕは⮬ศの行

為を⮬由に㑅࡞ࡧがら生ࡁている」とい࠺理ゎとࡇ」ࠊの世界のฟ᮶は⮬↛ἲ๎にᚑࡗて
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᥎⛣する」とい࠺科学的理ゎ[͐]をㄪする」（p. 23）とい࠺ㄢ㢟がᣲࡆらࢀているࢀࡇࠋは

ᬑẁࠊていてࡗ࡞ᚋ⪅の理ゎの基盤にࠊている日ᖖ的視座とࡗ࡞に๓⪅の理ゎの基盤にࡉࡲ

は行為の㡿ᇦに࠾いては᥇⏝࡞ࢀࡉい⮬↛科学的視座の㣗い㐪いがᘬࡁ㉳ࡇしているၥ㢟

か࠺とがྍ⬟かࡇ視座をసる࡞かは୧⪅をඖに新た࠺のၥ㢟がゎỴྍ⬟かࡇࠋる࠶࡛

にࡼるࡇࠊ࠾࡞ࠋ࠺ࢁࡔの࡞࠺ࡼⅬについてࠊ現在のとࢁࡇ➹⪅はࠊḟの࠺ࡼに述るジャ

ッケンドフとྠᵝࠊᴦほ的࡛は࡞いࠋ「視Ⅼを俯瞰する視Ⅼから考えるとࠊすてをໟᣓす

るࠊ࡞࠺ࡼ視Ⅼにしࡤら࡞ࢀいࠑ世界についての┿理ࠒはᏑ在し࡞いと認㆑するࡇとは大ษ

と一ඖ的い⟅えの集ྜ体࡞相に▩┪しࠊၥはࡃの世界にᑐしてᢪࡇがࡕた⚾ࠋる࠶࡛

にᩡするわけ࡛は࡞い」（2012/2019: 309）ࠋ形而上学の❧ሙはࠊ視座に関してࡇのၥ㢟௨

እにࠊࡶ視座の」ᩘ性ࡸ㏻⣙（）ྍ ⬟性をᐜ認するか࠺かにࡗࡼてࡶศかࢀるࡇとに࡞

るࠋ 

 

� 認知（メタ）形而上学の試み㸸ᬑ㐢⪅をめࡗࡄて�

� ᭱ᚋにࠊRFT と認知形而上学からࠊコニー㸤サイダー（2005/2009: 8 ❶）のᬑ㐢⪅に関す

る入門的࡞㆟論をとしてࠊRFT・認知形而上学を๓ᥦとしたメタ࡞ほⅬから形而上学につ

いてのࡇ࡞࠺ࡼとが言えるかを示すࡲࠋずはࠊRF のデータ構造を⡆༢に示してࠋࡃ࠾RF

は௨ୗの 4 つの⣲性をᣢつࠋRFT はࠊRF の認知形而上学をᫎしたデータ構造（本稿࡛は

⣬ᖜの㒔ྜ࡛ヲ述࡛࡞ࡁい）にࡗࡼてྡࠊモྃの意味のከᵝ性をᤊえるࠋ 

⚫ Ꮡ在論的⠊� モノࠊコトࠊ人ࠊሙᡤ5ࠊ࡞)にᑐᛂするᑐ象のᏑ在論的⠊を⾲すࠋ

タイプ・トークンの༊ูが࠶る⠊に࠾いてはࠊ>�WRNHQ@にࡗࡼてࢀࡑを⾲すࠋ�
⚫ ,'� 5)はワーキングメモリにࡑの㒔ᗘసらࢀてはࡸがてᾘえるࡑࠋのためࠊ๓にジョ

ンについてヰしたとࡁにジョンにᑐᛂした 5)とࠊジョンについてヰしているとࡁの

ジョン 5)がྠࡌᑐ象にᑐᛂするࡇとを保ドをするᚲ要が࠶るࢀࡑࠋをするのが ,'࡛

の್には定㡯',ࠋる࠶ D�E�Fࠊ⮬由ኚ㡯 ࠋる࠶᮰⦡ኚ㡯Ș�șがࠊQXOO್ȭ�ȯࠊ[�\�]

㠀指示的とࢀࡉるྡモྃのከࡃはࠊ定㡯௨እの ,'をᣢつࠋᏑ在論的⠊にྠࡾࡼ定の

�ࠋるࢀࡉሙᡤは指ᕪし・座ᶆ➼࡛ྠ定ࠊの内ᐜ࡛ࡑコトはࠊࡤえࠊࡾ࡞␗᪉はࢀࡉ
⚫ 内ᐜ≉ᚩ� のᑐ象についての個ู࡞ࠒる࠶クサー࡛࣎Dがࠑࠒる࠶࡛⪅が試ྜの勝]ࠑ

的知㆑がࢀࡇにྵࢀࡲるࠋ知㆑の᭦新ととࡶにቑῶが࠶るがࠊ内ᐜ≉ᚩがኚわࡗてࠊࡶ

ࡌྠ ,' をᣢつ 5) にᑐᛂするࡶのはྠࡌᑐ象とみࢀࡉ࡞るࠋ>㌟㛗㸸�P@ࡸ>ྜྰ㸸ྜ

᱁@の࡞࠺ࡼ>≉㉁㸸್@の形をとる内ᐜ≉ᚩ࠶ࡶるࢀࡑࠋ⮬体 5)にᑐᛂし࡞い≉㉁・್

にᑐᛂするྡモྃ「�P」➼ྡࠊࡶモྃの説᫂に重要࡞ᙺを₇ࡌるࠋ�
⚫ ⨨け� 人㛫はࠊ⮬ศが現実世界の実ែと考えるࡶの௨እࡶ理ゎ࡛ࡁるࠋ他人の心ࠊ

フィクションࠊ㢪ᮃ࠶࡛࡞るࠋ内ᐜ≉ᚩࡈとに⨨けるᚲ要が࠶るࡇと࠶ࡶるࠋ᭷

ᶆの⨨けをᣢつ 5)にࡗࡼてࠊ㏱᫂文⬦࡞の現象が説࡛᫂ࡁるࠋ�
௨上のデータ構造はࠊ進化的に言語にඛ❧つ概念構造に࠾ける༊ู࡛ࠊࡾ࠶言語≉᭷࡛は
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 ࠋるࢀࡲ認知⬟ຊにྵ࡞一般的࠺認知言語学のいࠊの意味࡛はࡑࠋい࡞

 

��� � 5)と内ᐜ≉ᚩの༊ู�

ᬑ㐢⪅を考えるに࠶たࡗてࠊRF とࢀࡑにྵࢀࡲる内ᐜ≉ᚩの༊ูをするࡇとが重要࡛࠶

るࠋたとえ3ࠊࡤ つのリンゴにඹ㏻する性㉁が࠶るࡇとはࢀࡒࢀࡑࠊにᑐᛂする RF（ID a, 

b, c とする）にࠑa/b/c がリンゴࠒࡔとい࠺内ᐜ≉ᚩが࠶るࡇとにࡗࡼてᤊえらࢀるࠋ性㉁はࠊ

ᬑẁࠊ内ᐜ≉ᚩとして現ࢀるࠋコニー㸤サイダー（pp. 226–227）が㆟論している㟁子の㟁Ⲵ

と㟁Ⲵ㔞の࠺ࡼに≉㉁とࡑの್として現ࢀる内ᐜ≉ᚩ࠶ࡶるࠋ 

� 内ᐜ≉ᚩ⮬体は RF ࡛はࠊࡃ࡞RF にᑐᛂするᑐ象とྠ࠺ࡼࡌにはᏑ在し࡞いといࡇ࠺と

がᴟめて重要࡛࠶るࠋ性㉁とい࠺ᬑ㐢⪅がᏑ在するのかがしࡃ思えてࡃるのはࡑのため

ࡶ性㉁ࠊしかしࠋ࠺ࢁࡔ RF 化ྍ⬟࡛ࡑࠊの RF にᑐᛂしたྡモྃを⏝いるࡇと࡛ࡑࠊの概

念化を他人とඹ᭷するࡇとࡁ࡛ࡶるࠋRF 化すࠊࡤࢀ性㉁ࡶ概念世界に࠾いてリンゴとྠࡌ

したがࠋる࠶が「のࡶ」㟁子にはඹ㏻するࡸリンゴ」ࠊはࢀࡇࠋる࡞に࠺ࡼにᏑ在する࠺ࡼ

がࠎにᡃࡉࡲに࠺ᬑ㐢⪅がᏑ在する」（p. 230）といࠊࡾࡲつࠊ「のࡶ」たࡗい࠺ࡑࠊてࡗ

の（p. 229）「えるࡇ⪺ࡃࡉࡃࢇࡉ࠺かࡔࢇ࡞」と࠺言࠺ࡑࠊしてࡑࠋる࠶と࡛ࡇているࡗࡸ

は࡛ࡲࢀࡇࠊᑐ象࡛は࡞かࡗたࡶのがࡗ࠶とい࠺㛫にᑐ象化するから࡛࠶るࠋ「いࡗたࢇᬑ

㐢⪅について考えはࡌめてしࡲえࠊࡤᬑ㐢⪅のᏑ在をྰ定するのはࡴずかし࡞ࡃるࠋ」（p. 225）

のはࢀࡑࠊを主㢟として考える㝿にᑐ象にしたために他࡞ら࡞いࠋ 

� ḟの直ほにするᖐ⤖ࠊࡶRF と内ᐜ≉ᚩを༊ูしてい࡞いࡇとに由᮶するࠋ 

たࡔ༢にリンゴを「リンゴ」とぶࡔけ࡛ࠊリンゴとࡦ࠺ࡶとつの何かについて語ࡗ

ているࡇとに࡞るとは思え࡞いࠋとࢁࡇがࡶࠊしᬑ㐢論がṇしけࠊࡤࢀわࢀわࢀはࡲ

ࠒる࠶リンゴ࡛ࠑ⪅リンゴとᬑ㐢ࠋ࠺ࡲてしࡗ࡞とにࡇとをしているࡇ࠺い࠺ࡑにࡉ

について語ࡗているࡇとに࡞るの࡛࠶るࡔࠋがࠊ≉に思いᙜたるࡩしは࡞いࠋわࢀわ

 （p. 229）ࠋࡔけࡔとࡇリンゴをリンゴとしてศ㢮しているࠊとはࡇ࡞࠺ࡑがしていࢀ

RFT に࠾いて「A について語る」とい࠺のはࠊA にᑐᛂする RF のሗの㏣ຍ・๐㝖がⓎ

ヰの中心的認知ຠᯝと࡞るといࡇ࠺と࡛࠶るࡔ࠺ࡑࠋとすࠊࡤࢀᬑ㐢⪅࡛࠶る性㉁にᑐᛂす

る RF が関わࡗていてࢀࡑࠊにᑐするሗの㏣ຍ・๐㝖がⓎヰの中心的認知ຠᯝとࡗ࡞てい

3ࠋい࡞ら࡞とにはࡇているࡗについて語ࢀࡑࠊࡤࢀけ࡞ つのリンゴのヰをしているとࡁにࠊ

ᬑ㏻ࡑࠊの内ᐜ≉ᚩは RF 化࡞ࢀࡉいからࠊᬑ㐢⪅について語ࡗているわけ࡛は࡞いࠋᚑࡗ

てࠊ「わࢀわࢀは࠺ࡑとは知らずにᬑ㐢⪅について語ࡗているのかࡶし࡞ࢀい」（p. 229）と

い࠺のは RFT ὶにゎ㔘すࡤࢀ思い㐣ࡈし࡛࠶るࠋ 
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��� � 5)化にࡼる性㉁・関ಀの↓㝈ቑṪ�

RF の内ᐜ≉ᚩとしてᤊえらࢀる性㉁ࡔけ࡛ࠊࡃ࡞RF 㛫の関ಀࡶ RF 化࡛ࡁるࡑࠋしてࠊ

関ಀྠኈの୪行関ಀの࡞࠺ࡼ㧗ḟのࡶのࡶ論理的にはいࡃら࡛ࡶRF化࡛ࡁる（pp. 237–238）ࠋ

ᬑ㐢論にࡼるとࠊ幸࡞࠶࡞ࡏたの࿘ࡾにはࠊୗのᅗが示す࠺ࡼにたࢇࡉࡃのᬑ㐢⪅がࠊࡾ࠶

ቑṪに⤊わࡾは࡞いࠋ 

ࡃ࡞ぢえࡶに࠺ࡼているࢀࡃた一人と᮶てࡲを⚃福するためにᬑ㐢⪅が一人ࡏたの幸࡞࠶

は࡞いがࠊ認知的視座からはࠊ関ಀを RF として概念化し࠺ࡼとすࠊࡤࢀいࡃら࡛ࡁ࡛ࡶる

といࡔ࠺けのࡇと࡛࠶るࠋ関ಀ㐩を RF 化し࡞いと࡞るとࠊ「関ಀ㡯に関わるࡇと࡞しに関

ಀ㡯࠺しを関ಀ࡙けるࢇ࡞ࠊてࡇとが࠺して࡛ࡁるの࠺ࢁࡔか㸽」（p. 238）とい࠺ၥい

がฟるかࡶし࡞ࢀいࢀࡑࠋが࡛ࡁるのはࠊRF のデータ構造̿ID ❧がඛ̿ࡴ内ᐜ≉ᚩをྵࡸ

関ಀ⮬体がࠊのためにࡑࠋる࠶るから࡛࠶てࡗ RF 化ࢀࡉずに関ಀ㡯ྠኈが関ಀ࡙けらࢀる

たの幸࡞࠶にࡾいてはデータ構造がᬑ㐢⪅の代わ࠾認知的視座にࠋる࠶の࡛࡞⬟とがྍࡇ

 ࠋるࢀࡃを保ドしてࡏ

 

��� � ᬑ㐢⪅のᏑ在論的⠊�

� 関ಀࡸ性㉁を RF 化したと言ࡗてࡑࠊࡶのᏑ在論的⠊（ࡶࢀࡇ RF のデータ構造の 1 つ

モノの࠺リンゴといࠊる）は࠶࡛ RF とྠ࡛ࡌは࡞いࡇࠋの㐪いを↓視するとࡶ」ࠊしリン

ゴをぢているとࡁにぢているࡶのがᬑ㐢⪅[ࠑ㉥ࠒࡉ]のⰍࡔとするとࢇࠊと࠺はリンゴの

Ⰽをぢているの࡛はࠊࡃ࡞リンゴのⰍのⰍをぢているの࡛は࡞い࠺ࢁࡔかࡔࠋとするとࡑࠊ
ࠊ

のⰍ
ࠊࠊ

にはⰍが࠶るの࠺ࢁࡔか㸽ࢀࡑと࡞ࡶいの࠺ࢁࡔか㸽」（p. 235ࠊ⿵㊊はᘬ⏝⪅）とい࠺

ၥがฟてࡁか࡞ࡡいࡇࠋのၥをᣢつ人はࠊ性㉁とい࠺ᬑ㐢⪅のᏑ在論的⠊をࡑ࠾ࠊら

ࠋいか࡞ているの࡛はࡗࡲと考えてしࡌるモノとྠ࠶Ꮡ在論的⠊࡛࡞ᆺ的ࡶとࡗࡶࡃ

「㉥ࡉ」にᑐᛂする RF のᏑ在論的⠊が性㉁ࡔとしたらࡑࠊの内ᐜ≉ᚩには[Ⰽ㸸㉥]のࡼ

㉥が入るとしたらࠋい࡞ࢀのは入ࡶ࡞࠺ ID の್に࡛ࡗ࠶てࠊ内ᐜ≉ᚩに入ࢀるのはࠑࠊa が

⛬ᗘ性が࠶るࠒのࡶ࡞࠺ࡼの࡛࠶るࠋ 

 

��� � ▩┪した内ᐜ≉ᚩをᣢつ 5)�

ࡧラッセルのパラドックスをࠊ性㉁は࠺といࠒい（non-self-instantiation）࡞ᕫ化し⮬ࠑ

 ࠒࡏ幸ࠑた♡性㉁࡞࠶

� � � Ќ� � � Ћ関ಀࠑᡂ❧ࠒ 

� 関ಀࠑ化ࠒЌ� � � � � Ћ関ಀࠑ㸽㸽ࠒ 

� � � � � � � 関ಀࠑ㸽ࠒ� Ќ� � � � Ћ関ಀࠑ㸽㸽㸽㸽ࠒ 

� � � � � � � � � � � � � 関ಀࠑ㸽㸽㸽ࠒ 

 と㥑けつける↓㝈のᬑ㐢⪅㐩ࠎを⚃福しにḟࡏたの幸࡞࠶



－ 48 －

『日本語・日本文化研究』第 30 号（2020）

  
 

 
 

入ࢀるࡇとにࡗࡼてᬑ㐢⪅一般のᏑ在を⬣かすࡇとに࡞る（pp. 239–244）ࢀࡇࠋについてࡶ

一言述てࡇࠋ࠺ࡇ࠾の性㉁が⮬ᕫ化すると考えてࡶし࡞いと考えてࡶ▩┪に㝗るためࠊ

ḟの࠺ࡼに言わࢀているࡇ」ࠋのᬑ㐢⪅ࠑ⮬ᕫ化し࡞いࠒを思いᾋかるࡇとが࡛࡞ࡁい

の࡛࠶る࡞ࡐ࡞ࠋらࡑࠊの࡞࠺ࡼᬑ㐢⪅がᏑ在するࡇとはࡾ࠶え࡞いからࡔ」（p. 242）ࠋし

かしࡑࠊの࡞࠺ࡼ▩┪する性㉁をᣢࡗたࡶのࡶ概念化するࡇとは࡛ࡁる࡞࡛࠺ࡑࠋ࠺ࢁࡔけ

い三ゅ形ࠊᵝにྠࠋる࠶いはず࡛࡞ࡁについての㆟論が理ゎ࡛ࠒい࡞ᕫ化し⮬ࠑࠊࡤࢀ

࡞࠺ࡼのࡑࠊࢇࢁࡕࡶࠋるࡁとは࡛ࡇ概念化するࡶてࡃ࡞ࡁとは࡛ࡇる形を思いᾋかࠊࡶ

RF にᑐᛂするᑐ象が実在するか࠺か（RFT ὶに言࠺とࠊRF が現実世界の実ែに⨨

けらࢀるか࠺か）は全ࡃのูၥ㢟࡛࠶るࠋ「い三ゅ形」にᑐᛂする RF はࠊ一㈏した✵

㛫構造はᣢたࡃ࡞てࠊࡶ概念構造に࠾いてはࠊ▩┪する二つの内ᐜ≉ᚩをᣢつࡔけ࡛࠶るࠋ

ᬑ㐢⪅をእ㒊世界に実在するࡶのと考えずࠊ概念的ࡶ࡞のと考える࡞らࠑࠊ⮬ᕫ化し࡞いࠒ

とい࠺ᬑ㐢⪅がᏑ在し࡞いとは言え࡞いしࡇࡑࠊから▩┪がᖐ⤖してࡑࡶのᏑ在が⚗Ṇࡉ

実在の人≀のࠊࢇࢁࡕࡶࠋい࡞ࡶるわけ࡛ࢀ RF に▩┪する内ᐜ≉ᚩ 2 つが入ࡗたらࡕࠊ

らかを๐㝖し࠺ࡼとุ᩿ᮦᩱを集めたࡾし࠺ࡼとするࢀࡑࠋ࠺ࢁࡔは生ࡁていࡃ上࡛の㒔

ྜにࡼるࡶの࡛ࠊࡾ࠶RFT がᙉไするࡇと࡛は࡞いࠋ 

 

��� � 概念論としての 5)7・認知形而上学�

� 概ࠊࡃ࡞け࡛ࡔሙ࡛論ホする❧࡞ᬑ㐢論தについてはメタࠊRFT・認知形而上学はࠊ࠾࡞

念論の㝕Ⴀ࡛参ᡓするࡇとが࡛ࡁるࠋ概念論とはࠊ「語に一般性をえるのはわࢀわࢀの心

の中のࡶのࠊつࠊࡾࡲ概念࡛࠶るとい࠺説」（p. 257）࡛࠶るࠋコニー㸤サイダーは࣎ࠊート

をにḟの࠺ࡼに説᫂するࠋ 

わࢀわࢀの࣎ートの概念は࣎ートすてにᙜてはࢀࡑࠊࡾࡲ௨እのࢀにࡶᙜてはࡲ

ら࡞いࡇࠋの࠺ࡼにࡇࠊの概念は一般性をࡗࡶているからࡇࠊの概念を⾲す語として

ートにᑐして一般的にᙜ࣎ࠑているࢀࡲの概念にᇙめ㎸ࡇࠊを᥇⏝すると「ート࣎」

てはࡲるࠒとい࠺≉ᚩがࡇの語にഛわるの࡛࠶るࠋ（p. 257） 

概念論はࠊすての࣎ートにඹ᭷ࢀࡉる 1 つのࡶのがᏑ在すると認めるᚲ要は࡞いためࡑࠊ

3ࠋい࡞ᚲ要は࠺とၥ࡞るのか࠶にࡇがࢀ つのリンゴがඹ᭷しているᬑ㐢⪅ࠑ㉥ࠒࡉは

3ࠊࡶၥいにᑐして࠺るのかとい࠶にࡇ つのリンゴにᡃࠎがඹ㏻してぢฟした性㉁は認知

的ࡶ࡞の࡛ࠊእ㒊世界に࠶るࡶの࡛は࡞いと考える࡞らࠊၥいはࡶࡑࡶࡑ㉳ࡇら࡞いࡑࠋの

ၥいはࠊ日ᖖ的視座にࡔࡇわࡗた⤖ᯝ㉳ࡗࡇたࡶの࡛ࠊたとえࡤ「㉥いࡶのが࠶るとࢁࡇに

はᬑ㐢⪅ࠑ㉥ࠒࡉの全体がࡈと࠶るとい࠺アイデア」（p. 233）はᬑ㐢⪅がእ㒊世界に࠶る

とい࠺日ᖖ的視座をᣉらࡏてしࡗࡲた⤖ᯝにしか認知的視座からはぢえ࡞いࠋ 

� 個ูࠊてࡗࡼ㉥㗹体⣽⬊の⯆ዧにࠊࡃ࡞とにはᬑ㐢性は関ಀࡇるࢀらࡌ㉥Ⰽがឤࡶࡑࡶࡑ

的࡞リンゴのⰍが知ぬ࡛ࡁるࡔけ࡛࠶るࠋしたがࡗてࠊᬑ㐢⪅ࡑのࡶのにⰍが࠶ると考える

ᚲ要は࡞いࡑࠋして3ࠊ つのリンゴࢀࡒࢀࡑの個ู的࡞Ⰽのぢえを㉥とカテゴリー化するの
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ၥ࠺とい（p. 254）「か㸽࠺ࢁࡔの࡞とࡇ࠺い࠺㟷いとはࡶࡑࡶࡑ」ࠋる࠶࡛⏝認知のసࡶ

いにࠊࡶ認知的視座からは㟷㗹体⣽⬊の⯆ዧにࡼるࡶのとい࠺説᫂をするࡇとに࡞るࡕࡶࠋ

るᑐ象が࠶」ࠊいては࠾のⅬにࡑࠊいが࡞ら࡞とにはࡇクオリアについては説᫂したࠊࢇࢁ

㟷いとは࠶ࠊるᏑ在⪅ࠊつࠊࡾࡲᬑ㐢⪅ࠑ㟷ࠒࡉがᏑ在しࠊၥ㢟のᑐ象がࡇのᏑ在⪅を化

するといࡇ࠺と࡛࠶る」（p. 255）とい࠺いかにࡶ形而上学らしい説᫂ྠࡶᵝ࡛࠶るࠋ「㟷い

とは࠺いࡇ࠺とかを完全に理ゎするためにはࠊᬑ㐢⪅とࢀࡉるᏑ在⪅と化関ಀについ

てࡗࡶと知るᚲ要が࠶る」（p. 255）とコニー㸤サイダーは述ているがࢀࡑࠊについてはࠊ

᪤に RFT のデータ構造に基࡙ࡃ説᫂をえたࡇࡑࠋからඛはࠊ㟷㗹体⣽⬊࡞に関する知

ぬの生理学とࠊクオリアၥ㢟にアプローチする諸学にጤࡡるࡇとに࡞るࠋ 

概念論のᢈุとしてࠊ「レッド・デリシャス✀の三つのリンゴは樹࡛⫱ࡗたとい࠺Ⅼ࡛

ఝているとい࠺実」（p. 258）の構ᡂ要⣲のࢀについてࠊࡶ「心の中に࠶るとするのはㄗ

認知的視座に❧つࠋているࢀらࡆのがᣲࡶ࠺とい（p. 259）「࠺ࢁࡔࡾ RFT に࠾いてはㄗࡾ

࡛は࡞いࠋ「概念論࡛はࠊリンゴはࢇࡷࡕと心のእに⨨かࢀる」（p. 258）と述らࢀている

がࠊ認知的視座をᚭᗏした概念論࡛は࡛࠺ࡑは࡞い（本稿  ࠋ（1.1

「概念がの࠺ࡼに㐺⏝を⋓ᚓするのか」（p. 259）とい࠺ၥ㢟はࠊ形而上学のၥ㢟࡛は

࡞ランダムࠊたࡲࠋる࠶認知科学・Ⓨ㐩心理学のၥ㢟࡛ࠊࡃ࡞ 3 つのࡶのを指ࡉしてࣈ」ࠊ

ラーグ」とい࠺↓意味語を㐺⏝してࡇࠊࡶのᡭ⥆࡛ࡁはࣈラーグの概念を⋓ᚓ࡛࡞ࡁい（p. 

ၥ㢟とࡶとࡇ࠺といࠊる࡞␗いⅬ࡛㟷の概念とは࡞ࡁ࡛⏝のに㐺ࡶ࡞新たࡶとࡃ࡞ᑡࠊ（259

して述らࢀているがࡑࠊの 3 つのࡶのから認知システムにとࡗて᭷意義࡞一般化がᚓら

形而上学のၥࠋい࡞とはࡇ࡞思㆟ࡶ何ࡶいとして࡞概念を⋓ᚓし࡞࠺ࡼのࡑࠊࡤࢀけ࡞ࢀ

㢟࡛ࡗ࠶てࡶ人㛫の心が関わるࡶの࡛࠶る㝈ࡾはࠊ認知の研究との㐺ษ࡞ศᴗ・༠ຊがྍ

Ḟࠋ࠺ࢁࡔ 

 

�にࡾわ࠾ �

௨上本稿࡛はࠊ概念主義的意味論・RFT にとࡗての世界が࠺いࡶ࠺の࡛࠶るかࢀࡑࠊを

᥈ồする認知形而上学が RFT にはᚲ要࡛࠶るࡇとࠊ認知形而上学とは࠺いࡶ࠺の࡛࠶る

のかࡑࠊしてࡑࠊの視座に⮬ぬ的࡞≉ᚩが形而上学にᑐしてᣢつ意義を述た᭱ࠋᚋにࠊᬑ

㐢⪅について RFT・認知形而上学が視座を俯瞰した視座からのࡇ࡞࠺ࡼとを言えるかを

㆟論したࠋ（構ᡂのアンチノミー（コニー㸤サイダー2005/2009: 7 ❶）をとしたྠࠊᵝの㆟

論は山泉（投稿中）に࠶るࠋ）視座について⮬ぬ的࡛࠶るとい࠺認知形而上学の≉ᚩはࠊ他

の形而上学にࡶ示၀をえるࡶの࡛ࠊࡾ࠶日ᖖ的視座の世界を扱࠺≉Ṧ認知形而上学はࠊ認

知的࡛࡞いᚑ᮶の形而上学にࡶ参考と࡞る㒊ศがᑡ࡞ࡃ࡞いࠋ࠺ࢁࡔ

ト� *本稿はࠊ文㒊科学┬の科学研究㈝（ㄢ㢟␒ྕ㸸17K17842ࠊ「コピュラ文ྡモྃのゎ㔘ከ
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ᵝ性を扱える認知語⏝論の構⠏」）のຓᡂをཷけて行わࢀている研究の一㒊࡛࠶るࠋ�

のሙྜには「Xࡇ 1 が Y を概念化する」とい࠺言い᪉はࠊY が何࡞のかࡃࡼわから࡞いか

らࠊ語ᘢが࠶る（田中太一ࠊp.c.）ࠋしかしࠊ他に㐺ษ࡞言い᪉が思いつか࡞いの࡛ࡇࠊの言

い᪉を⥆けるࡇとにするࠋ 
の指示のつࡇいては࠾にࢀࡑࠋい言語⏝は確かにᏑ在する࡞ᡭのいࡁ⪺࡞࠺ࡼ言のࡾ⊃ 2

定をࡑのࡲࡲᙜてはめるࡇとは࡛࡞ࡁいࡑࠋの࡞࠺ࡼ言語⏝がࡗ࠶てࠊࡶRFT はⓎ生的

ほⅬを重視するため(3)ࠊが根※的࡞言語⏝に࠾いてጇᙜ࡛࠶る㝈ࢀࡇࠊࡾを基本にᤣえ

る࠶࡛ࡁると考えるࡾ⊃ࠋ言のሙྜはࠊ想㉳ሗ（スペルベル・ウィルソン 1995/1999）
として⮬ศにとࡗて関連性の࠶るⓎヰをしているࡇとがከいࡲࠋ࠺ࢁࡔたࠊ⮬ศの心ࡶ大㒊

ศは意㆑࡛࡞ࡁいࡶの࡛࠶るからࡑࠊの㝿には他⪅の心の᥎ とྠᵝに⮬ศの心の᥎ ࡶ

కࡗていると考えらࢀるࡁ⪺ࠋᡭのい࡞い言語⏝はᶆ‽的関連性理論に࠾いてࡶၥ㢟と

RFTࠊの࡛ࡶる࡞ をⓎᒎࡏࡉていࡃ㝿のㄢ㢟࡛࠶ࡶる࠺ࡇ）ࠋ考えるに࠶たࡗてࠊ戸田山 
2014: 1 ❶の┠的意味論についての㆟論を参考としたࠋ） 
概念世界のᑐ象にࠊࡶとࡗࡶ 3 RF がᑐᛂすると考えた᪉がわかࡸࡾすいሙྜはࡑの࠺ࡼに

述るࡇと࠶ࡶるࠊ࠾࡞ࠋ➹⪅にはࡇࠊのパラグラフのぢゎに哲学的࡞༴ࡉ࠺がⱝᖸឤࡌら

いかかが࡞ら࡞ࡤࢀけ࡞のᕪを認めࢀ概念構造の構造体と概念世界のᑐ象にࠋるࢀ

ၥ㢟࡛࠶るࠋ୧⪅はࠊᑡࡃ࡞とࡶᑐᛂ関ಀが࠶るࡶのについてはࠊ概念㒊門に࠾けるྠࡶࡌ

のを 2 つのぢ᪉からᤊえたࡶの࡛は࡞いかࠋ概念世界ࡶ大㒊ศ意㆑࡛ࡁずࠊRF 概念世界ࡶ

のᑐ象ࠊྍࡶ ける࠾㛫の⥲体に✵ࡏែの⤌みྜわ≦࡞⬟ 1 ༊⏬（a location or region in the total 
combinatorial space of possible states, instantiated in a brain, Jackendoff 1992: 8.2ࠋ山泉 本巻: 2.3）
と考えらࢀるࠋ本文࡛述たのはࡲࠊずはసᴗ௬説としてᕪは࡞いと考えてみるといࡇ࠺と

RFTࠊࡶぢゎを᧔ᅇして࠺るとい࠶୧⪅がྠ一࡛ࠊࡶとࡗࡶࠋる࠶࡛ のṧࡾの主ᙇは⥔ᣢ࡛

 ࠋるࢀると思わࡁ
4 フレーゲの意義Ҹᥦ示ᵝែは記述的とゎ㔘ࢀࡉるのがᬑ㏻（Pagin 2013: 135）࡛ ࠊる一᪉࠶

Recanati（2013, 2016）の mental files は㠀記述的ᥦ示ᵝែ࡛࠶るࠋRF は mental files とྠࡼࡌ

のࡶる࡞␗にࠎⓑࠎ᫂ࠊいの࡛࡞ᥦ示ᵝែ࡛はࠊࡶࢀいけ࡞ࢀしࡶるかࢀのと思わࡶ࡞࠺

 ࠋる࠶࡛
5 心理主義（mentalism）と認知的視座の␗ྠについてࠊ୧⪅はၥ㢟㡿ᇦが㐪いࠊᑐ❧するࡶ

のが␗࡞ると考えてࠋࡃ࠾心理主義は主に行ື主義にࠊ認知的視座は主に日ᖖ的視座にᑐ⨨

 ࠋい࡞本稿は他のⅬ࡛୧⪅を༊ูしࠋるࢀࡉ
6 ジャッケンドフ（2012/2019）は認知的❧ሙを᭱ึにࠊ「「⬻からぢる」とい࠺❧ሙ」（p. 2）
と言ࡗてᑟ入しているがࢀࡇࠊは⚄⤒的視座と⣮らわしいࠋ 
7 概念についてのᵝ࡞ࠎぢゎは三木（2014）を参照ࠋ 
 い（Mercier and࡞のに㝈らࡶるࢀࡉ⧢に₇࠺ࡼ三ẁ論ἲのࠊの᥎論（inference）は࡛ࡇࡇ 8
Sperber 2017）ࠋ 
9 ᚑ᮶の認知意味論に࠾いてࠊࡶ認知形而上学はᚲ要とࢀࡉていたはずࡔけࠊࡶࢀ日ᖖ的

視座からは世界がのࡶ࡞࠺ࡼのかは一ぢするとࡃࡼ考える࡛ࡲは᫂らかとࢀࡉているか

ら࡞のかࡾࡲ࠶ࠊ⮬ぬ的に研究ࢀࡉていた࠺ࡼには思え࡞いࠋ 
10  ྜᡂ的࡞形ᘧ意味論とᑐに࡞る形而上学としては⮬↛言語Ꮡ在論（natural language 
ontology, Moltmann 2017, 2019, 2020）が࠶るࠋ⮬↛言語にᫎࢀࡉている認知Ꮡ在論が主㢟

ࡃࡁ大ࠊるために࡞␗ࡃ๓ᥦとする意味論が全ࠊのの（2020: 330）ࡶているࢀると言わ࠶࡛

 ࠋているࢀࡉるᏑ在論がᒎ㛤࡞␗
11 クリプキ（1972/1985）の᭷ྡ࡞ゲーデル㸭シュミットのの࡞࠺ࡼሙྜのุ᩿はࠊᆅᇦ
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ᕪがぢらࢀた（Machery et al. 2004ࠋHansen 2015  ࠋ（参照ࡶ
ศᯒ形而上学⪅と⮬↛主義形而࡞࠺ࡼマンフォードのࠊの科学との㊥㞳ឤはࡾた࠶のࡇ  12

上学⪅࡛は大࡞␗ࡃࡁるࡔ࠺ࡼ（Ivanova and Farr 2020: 448）ࠋ形而上学と認知心理学の関ಀ

についての認知的視座からの考ᐹとしてࠊScholl（2007）を参照ࠋ 
13  カント哲学とジャッケンドフの概念意味論の関ಀは Jerzykiewicz（2003）に言ཬが࠶るࠋ 
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